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────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（大西 智君） 皆さん、おはようございます。 

  現在の出席議員は12名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

                                （午前１０時００分） 

────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名について 

○議長（大西 智君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員には、会議規則第120条の規定により、５番、今野議員、６番、室田議員

を指名いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎報告第４号の上程、説明、質疑 

○議長（大西 智君） 日程第２、報告第４号令和４年度虻田郡洞爺湖町一般会計繰越明許費

繰越額の報告についてを議題といたします。 

  報告の説明を求めます。 

  八反田副町長。 

○副町長（八反田稔君） それでは、議案書の１ページをお開きください。 

  報告第４号令和４年度虻田郡洞爺湖町一般会計繰越明許費繰越額の報告についてでござい

ます。 

  地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づき、令和４年度虻田郡洞爺湖町一般会計繰

越明許費繰越計算書を別紙のとおり調製したので、報告するものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  二つの事業を繰越明許費として令和５年度に繰り越ししてございます。 

  初めに、７款商工費２項観光費中島・湖の森博物館管理運営事業でございます。洞爺湖中

島の園地整備にかかわる工事費で、4,620万円のうち、コロナにより部品調達の遅れがあっ

たことから、3,070万円を翌年度に繰り越しするものでございます。 

  次に、14款１項新型コロナウイルス感染症対策費、観光支援対策事業でございます。宿泊

割引事業補助金として、いわゆるとうや湖割でございますが、5,808万9,000円のうち、令和

４年３月で追加補正しました2,150万円を翌年度に繰り越しするものでございます。 

  以上、ご報告申し上げます。 

○議長（大西 智君） 説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、報告第４号令和４年度虻田郡洞爺湖町一般会計繰越明許費繰越額の報告について
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の報告を終わります。 

  ────────────────────────────────────────── 

◎報告第５号の上程、報告、質疑 

○議長（大西 智君） 日程第３、報告第５号令和４年度虻田郡洞爺湖町公共下水道事業特別

会計繰越明許費繰越額の報告についてを議題といたします。 

  報告の説明を求めます。 

  八反田副町長。 

○副町長（八反田稔君） それでは、３ページをお開きください。 

  報告第５号令和４年度虻田郡洞爺湖町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越額の報告に

ついてでございます。 

  地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づき、令和４年度虻田郡洞爺湖町公共下水道

事業特別会計繰越明許費繰越計算書を別紙のとおり調製したので報告するものでございます。 

  次の４ページをお開きください。 

１款公共下水道費２項下水道建設費、虻田終末処理場ほか改築更新事業でございます。令

和４年の６月17日付けで、日本下水道事業団と工事委託協定を締結しました。令和４年度事

業費１億円のうち、前払金2,300万円を除きました7,700万円を翌年度に繰り越しするもので

ございます。この繰り越しの要因でございますが、機械設備工事における急激な建設資材の

高騰や設計の見直しなどに時間を要したこと、それから入札が不調に終わったことによるも

のでございます。 

以上、ご報告申し上げます。 

○議長（大西 智君） 説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

  １番、石川邦子議員。 

○１番（石川邦子君） ただいまの公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越額の報告の案件で

ございます。副町長のただいま説明をいただきました。機械設備工事における急激な建設資

材の高騰や予算措置、設計見直しに時間を要した云々とのことでございます。下水道事業団

の委託事業であり、補助事業であること承知をしております。道内において、資材の高騰の

みならず、その資材のそのものが入ってこないということで、公共事業についても工事を中

断せざるを得ないですとか、自治体においては増額補正をしなければ工事が進まない、そう

いった状況があるようでございます。 

  今後についてでございますが、下水道事業団からどのような説明を受けているのでしょう

か。この先の予定についてお伺いしたいと思います。 

  また、この事業、２か年の事業ということで、令和４年、令和５年予算を計上しているも

のでございます。令和５年度についても、億単位の予算が計上されているという状況でござ

いますので、この部分についても先送りされる予定なのでしょうか。現時点の状況で構いま

せんので、どのような説明を受けているのかお答え願います。 
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○上下水道課長（細江幸恵君） それでは、現時点において、日本下水道事業団より説明を受

けております内容及び令和５年度の状況についてご説明させていただきます。 

  日本下水道事業団と令和４年度から令和５年度の２か年事業で５億140万円の工事委託協

定を締結してございます下水道事業施設の改築更新事業でございますが、電気設備工事につ

いては、昨年12月に１億8,150万円で契約してございますが、機械設備工事につきましては、

二度の入札不調により未契約となってございます。入札不調の主な要因については、先ほど

副町長からの報告のとおり、建設資材の急激な高騰であることから、現在、日本下水道事業

団において、事業者へのヒヤリング及び機器更新施設の設計精査を行っているとの報告を受

けてございます。 

  今後の予定でございますが、日本下水道事業団からは本年８月に三度目の入札を行うとい

うことで準備を進めているとの報告を受けてございます。また、令和５年度の事業費４億

140万円につきましては、現在において機械設備工事が未契約であることから、未確定では

ございますが、令和６年度への明許繰越を含め、協議が必要と考えてございます。 

  今後につきましては、本会議及び委員会等の場で予算の執行予定や事業の進捗状況につい

てご説明をさせていただきたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） １番、石川邦子議員。 

○１番（石川邦子君） こういった件、洞爺湖町だけではなく、多分あちこちの自治体でこう

いった状況に陥っているところもあるのではないかと思っております。先ほど８月にもう一

度入札ということでございます。今度は不調になるのかどうなのか、ちょっと分かりません

ですし、今後やはり下水道事業団との連絡を密にしていただきまして、予定している金額の

なるべく範囲内で事業が、更新事業、速やかに行われるよう、働きかけをしていただきたい、

そう思っております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これで、質疑を終わります。 

  以上で、報告第５号令和４年度虻田郡洞爺湖町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越額

の報告についての報告を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第４、議案第２号洞爺湖町教育行政審議会条例の制定についてを

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  八反田副町長。 
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○副町長（八反田稔君） それでは、議案書の５ページをお開きください。 

  議案第２号洞爺湖町教育行政審議会条例の制定についてでございます。 

  洞爺湖町教育行政審議会条例を次のように定めるものでございます。 

  まず、条例制定の趣旨でございますが、教育委員会所管の事務事業の遂行に当たり、様々

なニーズに迅速に対応するため、教育委員の諮問により、教育諸課題に対しまして、各有識

者の方々で調査、審議していただき、答申をいただくことで教育行政に広く地域の意見を反

映したものにするために、洞爺湖町教育行政審議会を設置するものであります。 

  内容について説明させていただきます。 

  まず、第１条は目的でございます。これにつきましては、教育課題やニーズに迅速にする

ため設置するものと規定しております。 

  第２条は、所掌事項でございます。審議会は教育委員会からの諮問に応じ、必要な調査及

び審議を行い、答申することなどを定めたところでございます。 

  第３条は、教育委員会の責務でございまして、広く町民のニーズを聞くこと、また、答申

を尊重することなどを定めております。 

  第４条につきましては、組織でございます。審議会の委員は25人以内で構成し、関係団体

等について定めております。 

  次に、６ページになります。 

  第５条でございますが、ここは委員会の委員の任期でございまして、任期は３年と定めて

おります。また、第５項には委員の守秘義務なども定めております。 

  第６条でございますが、正副会長会議に関する規定を定めたものでございます。 

  第７条は、会に運営に関する規定事項を定めております。 

  第８条は、専門部会、第９条は、庶務、第10条は、委任事項を定めたものでございます。 

  ７ページになりますが、附則でございます。 

  第１項は、施行期日でございますが、この条例は、令和５年７月１日から施行するものと

定めております。また、第２項につきましては、経過措置でございまして、この条例の施行

後、最初の会議は教育委員会が招集することを定めたところでございます。 

  以上、ご審議賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ５番、今野議員。 

○５番（今野幸子君） まず、審議会、25人以内で構成とあります。その中に、１、２、３、

４、５、６と、こういった人を任命するという中に公募というのがあります。公募によるも

のというのがありますが、この人数配分って分かるのか。また、７月１日から施行になると

いうことで、もう６月も中過ぎ、私が見逃したのかどうか分かりませんが、もう公募はされ

たのでしょうか。 

  それと、教育委員会にあっては広く町民の意見等を聞くよう努めなければならないと、こ
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こに書かれていますが、選ばれたその人、個人個人で意見を聞くのか、意見の聞き方、広く

聞くという、その聞き方はどのようなものになっていくのか。 

  それから、教育に関することも十分あるので、大変難しいことがあると思いますが、迅速

に対応するということはとても大切なのですけれども、本当にじっくり考えた上というのも

大切なこととなりますけれども、その点をどのように考えていますか。 

○議長（大西 智君） 高橋管理課長。 

○管理課長（高橋謙介君） まず、１点目の審議会、25人以内の第１号から第６号までの人数

配分等についてといった部分でございます。こちらの第１号から第６号の人数配分とか、ど

ういったような方になるかというような構成につきましては、条例可決後に教育委員会議に

かけて決めていくというような予定で考えてございます。 

  また、２番目の質問のもう公募はされたのかといった部分でございますが、公募につきま

しては、この条例が７月１日に施行されますので、その後に教育委員会の条例施行規則等で

公募のルール等も定めて、これから公募していくというようなことを予定してございます。 

  あと３点目の広く町民の意見を聞くという部分でございます。これは教育行政審議会委員

が聞くというような場合もあろうかとは思いますけれども、一般的には昨年度教育委員会等

で地域別教育懇談会とか、そのような形でいろいろな場面で教育委員会が行って、地域の

方々のお話を聞いたというようなことをやってございます。そういったようなイメージを考

えているところでございます。 

  あと４点目の迅速に対応というような部分に対して、一方ではじっくり考えなければなら

ないというような部分でございますけれども、議員おっしゃるとおり、そういったような中

には案件があろうかと思いますけれども、審議の土台に上げるためには、いろいろな部分の

町民の意見等を聞いて、どのくらいの時間をかけて、どういうようなことを考えていかなけ

ればならないのかということを対応していくというような形も必要かなと思ってございます。

当然案件によっては迅速に答えを出すというようなことではなくて、手続的にいろいろな条

件を探し当てたり、いろいろな部分のニーズを迅速に聞き取って、じっくり考えていくとい

うようなことも場合にはあるかなと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

２番、小林議員。 

○２番（小林真奈美君） また何点か質問させてください。 

  今野議員の質問されたことも、私も実は思っていたところで、今答弁があったところ、ぜ

ひそのように進めていただければと思っているのですが、例えば、やはり委員のメンバー構

成なのですけれども、これを見ていくと、学校教育関係者、多分町内の小中学校五つあるの

で５人かなと。それから、社会教育関係者、地域ごとにあるのかなと思って大体５人くらい

かなと。保護者も各学校から代表を募れば５人くらいかなと。教育について優れた見識を有

する者というのは何名になるか分からないのですけれども。そうなると、公募による人数と
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いうのが１人なのかな、２人なのかなというような形になっていくと思うのですけれども、

先ほど課長が答弁されたように、やはり広く町民の意見を聞くように努めるためには、今ま

でやってきた地域で説明会を行って、町民の意見からいろいろな要望を聞くということを大

事にしてほしいし、それからもう一つ、公募によるという人数も、やはりほかとのバランス

も考えて、１人や２人だとちょっと少ないのかなとも思うので、なるべくここで決定した後、

７月１日から具体的に進められると思うのですけれども、そういう公募についても広く周知

をしていただく、それから募集期間も十分な募集期間を取って、進めて、委員のメンバー構

成については進めていただければなと思いますので、よろしくお願いします。 

  それと、次質問なのですけれども、町民への周知の方法、どう考えているかということと、

審議会の内容、これの公開については考えていますかということをちょっとお聞きしたいの

ですけれども、お願いします。 

○議長（大西 智君） 高橋管理課長。 

○管理課長（高橋謙介君） 町民への周知の方法といった部分で、公募の周知につきましては、

この後教育委員会議のほうでも諮って決めようと思ってございますが、町内回覧、ホーム

ページ、その他いろいろな媒体を使って、広く皆さんに行きわたるような形で周知をしてい

きたいと考えてございます。 

  それと審議会の公開につきましては、基本的には会議の公開といううちの規則もございま

すので、公開はしていくという形を考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） 今、お二方から質問されたので、おおむね理解したところでありま

すけれども、ただ今まで旅費だとか日当の発生する各審議会の中では、25名というのは非常

に多いなと、そういう思いを持っておりますが、ただ、広く町民の声を聞くということを考

えれば、それなりの人数なのかなという気がします。ただ、今メンバーの構成なども答弁を

聞いてなるほどなと思っているところでありますけれども、教育委員会との、教育委員との

兼ね合いというのは、どこで線引きされるのかなということがちょっと気になるのです。教

育委員会委員との兼ね合いと言いましょうか、どこで線引きをされて、そしてどこで決定権

を持つのかなというのも、ちょっと気になるものですから、その辺伺っておきたいなと。 

○議長（大西 智君） 高橋管理課長。 

○管理課長（高橋謙介君） 教育委員さんとの、この行政審議会との関係でございますけれど

も、教育委員会議というのは、教育委員会の中での議決機関というような位置づけになって

ございます。それで広く町民からいろいろなニーズを聞いた上で、一定方向を教育委員会と

して示していくということが出てくるのですけれども、教育委員会として議決する前に、こ

の行政審議会のほうに諮問して、そこでいろいろな方々のご意見を踏まえて、有識者の意見

を聞いた上で、その答申をもって、また改めて教育委員会議で議決をしていくというような
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形での役割を考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） 日当とか旅費とか発生するので、委員の数が25名というのは多いの

ではないのかなと、各審議会のメンバーからいけば、その辺もちょっともう一度お願いした

いなと思います。 

  今、当然なことに、教育委員会でいろいろなことの決定権を持つというのは当然なことだ

と思うのですが、ただ、ここで今条例を制定して審議する内容等々を、よほどでなかったら

これは否決ということにはならないのではないかなと気がするのです。したがって、今まで

の教育委員というのはどういう権限を、今までどおりとは言いますけれども、どうもその辺

が、ちょっと兼ね合いと言いましょうか、決定権の決議の在り方というのがちょっと懸念さ

れる部分、危惧される部分あるものですから、もう一度、教育長のほうからでも答弁お願い

します。 

○議長（大西 智君） 渋川教育長。 

○教育長（渋川賢一君） 教育委員さんと、この審議会とのかかわりという部分についてでご

ざいますけれども、教育委員会制度というのが平成26年に地方教育行政の組織及び運営の在

り方に関する法律というのが実は改正されまして、その中において、教育長も含めてといっ

たようなことで、全部で５人といったような形で教育委員会が構成されているといったよう

な形になっております。その中での大きな考え方として、一つは、いわゆる首長部局からの

議決の独立性といった部分が一つあります。それともう一つについては、レイマン・コント

ロールの部分です。何と言うのでしょう、地域住民の声をきちんと反映させていくといった

ような部分の独立性が求められるということ。それと教育委員会については５人の合議制で

あるという、ここの大きな三つが示されているところでございます。 

そういった中で、やはり、昨今、教育的な問題についてはいろいろと大きな部分が出てき

ているかなと思っております。例えば、新型コロナにおいて、ギガスクール構想と言うので

しょうか、そういったものが入ってきて、デジタル化が非常に教育の中では進んできている

といったようなこともございます。また、当町においても教育委員会として今、小中一貫教

育、この当たりも検討して進めていけたらなと考えているところでございます。そういった

ような、大きな方向性を考えていくときに、やはり教育委員さんとしてもいろいろな町民の

ニーズも踏まえていかなければならないですし、当然専門家の方の意見もほしいといったよ

うな部分も当然出てくるかなと思っております。そうしたときに、今回のこの諮問機関を位

置づけることによって、町民の多くの方々のご意見も伺えますし、また、専門家としてのご

意見もいただけるといったような中で、教育委員会議の中での議論の深まりといったような

部分がここのところで得られるのではないかなと思っております。 

町の方向性を決めていく大事な議決といったようなことにもなりかねませんので、その当

たりにいろいろな示唆をいただける、または教育委員として逆に諮問して、さらにここの部
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分もう少し深めてほしいといったような部分も、当然この後出てくるかなと思っているとこ

ろでございます。お互いにそこの当たりのところ、最終的な結論に至るまでの過程の中で

様々なご示唆、ご助言、そういったものもいただけると。また、地域住民の声も反映させて

いくことができるということから、このたび、この条例についての制定をお願いしていると

ころでございます。 

以上でございます。 

○議長（大西 智君） ９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） 今、教育長が述べられたことは十分理解はできるのだけれども、た

だ26年に改正されて10年たっていますよね。10年目で、ここへきて制定するということは、

何か大きな意義があるのですか。 

○議長（大西 智君） 渋川教育長。 

○教育長（渋川賢一君） 私も昨年、教育長に就任させていただきまして、実は明日でちょう

ど丸１年になるといったようなところでございます。１年間、この町で教育行政をさせてい

ただいた中で、やはりいろいろな町民のニーズを私も把握したいと考えております。そうし

たときに地域教育懇談会、そういったものも昨年度は三度ほど開かせていただきました。し

かしながら、なかなか町民の方の、私たちの宣伝の仕方も悪かったという部分はあるのです

けれども、いろいろなご意見を多数いただくということについては、まだまだ不十分だった

かなと感じているところでございます。そうした中で、大きな、やはり舵取りをしていかな

ければならないような時期にも今なってきているかなと思っております。そこの中で、この

教育審議会の条例をつくっていただく中で、きちんとした形の中で専門家の方のご意見です

とか、また町民の意見をしっかりと吸い上げていく、そういったような一つ機会を設けられ

たらなということで、このたびこのような形でご提案をさせていただいているところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 高橋管理課長。 

○管理課長（高橋謙介君） 日当の関係で25人は多いのではないかという質問でございます。

25人全員でいろいろ毎回審議するというような予定はしておりませんで、最初の諮問のとき

は25人いるかと思うのですけれども、その後具体な審議については専門部会という部会を設

置して、そちらのほうで人数を少なくして審議していくというような形で考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  ４番、五十嵐議員。 

○４番（五十嵐篤雄君） この教育行政審議会を発足させたいということの条例の提案でござ

います。恐らく教育委員会の中での内部の協議の結果、審議会を持ちたいという結論で、今

日このように提案されているのかなと思います。 

  そこで、私はあっていいなとは思っていますけれども、個人的には、７月１日施行という
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ことの条例でございます。当然、この審議会をつくりたいということで、頭の中にはほぼほ

ぼどういうことを審議していただこうかという構想はあると思います。正式にはいろいろな

形で委員が決まり、それから教育委員会の中で何を諮問するかというものがはっきり決まっ

て、それが正式な案件になるのだろうと思いますけれども、今の現段階で、公式ではありま

せんが、こういうことをしたいのだということでこの条例を定めるのだということが、差し

支えなくお話できるのであれば、どういうことを考えているか、今の段階で、これを教えて

いただきたいということと、１回目がどのくらいの時期に立ち上がるのか、その辺のスケ

ジュールも大体このくらいにはしたいということがあれば、それも教えていただきたいとい

うこと。 

それから、これはお願いになるかもしれませんが、３年間の任期ということで、３年かけ

てやるとかということにはならないとは思いますが、案件によっては短期間できちんと答申

をしていただくという案件も必要でしょうし、ものによったら１年であるとか、１年半かけ

て、このビジョンとか何かはそうなるかもしれませんが、そういう期間の使い方ということ

もあるかもしれません。その辺は案件によって期間をしっかり定めて、きちんとした結論が

出せるような審議会にしていただきたいと、これはお願いです。 

○議長（大西 智君） 高橋管理課長。 

○管理課長（高橋謙介君） 現在、諮問していただく内容というのは、議員おっしゃるとおり

教育委員会議にかけてからというようなことでございますけれども、ただ、今教育委員会の

事務方といたしましては、虻田中学校を含めた教育施設の在り方や小中一貫教育の導入、部

活動の地域移行、さらには児童生徒の学力向上や虻田高校の存続など、大きな課題が山積み

となっており、どれもが早急な対応が必要だと考えてございます。それらの課題の中から教

育委員会議に諮って、具体的にどのような事項を諮問するか決めていきたいなと考えている

ところでございます。 

あと、二つ目の質問で、１回目の会議の時期でございますけれども、現段階の予定では９

月の下旬あたりを１回目という形で考えております。 

３番目の要望でございますが、案件によってはスピーディーに、またはじっくりやるとい

うような形はしっかり対応していきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

11番、板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 確認でございます。この条例に対して反対するものではありませんが、

今課長のほうからいろいろ審議する内容ありましたけれども、確認です。今大変問題、話題

になっている保育所の合築の問題ですが、その件は、７月１日から一応発足するということ

なので、年内近いうちにまた会議あると思うのですけれども、それに対して保育所というの

は審議の内容に入るのか入らないのか。今回の議会の中でも随分話題になっておりますし、

反対、賛成とかいろいろ来ています。その中でも25名の審議会、広く町民ということになる
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と、この中の一部当てはまるのかなと思っておりますので、その辺は確認です。どのように

審議会に審議かけてもらうのか、かけないのか、その辺の確認だけしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 高橋管理課長。 

○管理課長（高橋謙介君） 保育所の合築を教育行政審議会のほうに諮問するというようなこ

とは、今のところちょっと私どものほうでは考えていないところです。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第２号洞爺湖町教育行政審議会条例の制定についてを採決いたします。 

お諮りいたします。  

本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。  

したがって、議案第２号洞爺湖町教育行政審議会条例の制定については、原案のとおり可

決されました。 

────────────────────────────────────────── 

    ◎議案第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第５、議案第３号機構改革に伴う関係条例の整備についてを議題

といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  八反田副町長。 

○副町長（八反田稔君） 議案書の８ページをお開きください。 

  議案第３号機構改革に伴う関係条例の整備についてでございます。 

機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例を、次のように定めるものでございます。 

まず、本条例の趣旨でございますが、行政組織機構を機能的に改変し、また新たな行政課

題の解決を図り、町民のニーズを的確に捉え、政策の実現と町民に分かりやすい効率的な組

織体制とするため、関係する条例を一括して改正するものでございます。 

それでは、説明をさせていただきます。議案説明資料をお開きください。１ページになり

ます。 

第１条関係の洞爺湖町行政組織条例の新旧対照表でございます。第１条の内部組織の設置

でございますが、このたびの機構改革に伴いまして、洞爺総合支所を地方自治法に基づく洞

爺地区を総合的に分所をする支所とすることから、第３号の洞爺総合支所を削除しておりま

す。 
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次に、第２条でございますが、分掌事務におきましては、１ページから２ページにかけま

して記載しております。総務部と経済部それぞれの事務分掌の改変、既存事務の文言の見直

しと記載順序の変更をしております。 

特に、まず総務部でございますが、第９号に移住・定住に関することを経済部から移管し、

第20号にはこれまでの教育委員会に事務委任をしておりました保育事務を子育て支援及び児

童福祉に関することに一元化することとしております。 

それから、経済部におきましては、第８号にこれまで総合支所の事務分掌としておりまし

た農業、林業、畜産業に関することを移管しております。 

また、第８条の改正と同様に、３ページの総合支所に関する規定を削除しております。 

次、４ページをお開き願いたいと思います。 

第２条関係の洞爺湖町出張所設置条例の新旧対照表になります。現行では、出張所として

洞爺湖温泉支所のみを規定しておりましたが、このたびの機構改革により支所を置くことと

し、本条例の題名を洞爺湖町支所及び出張所設置条例に改めまして、第２条に支所として洞

爺地区を所管とする総合支所の規定を加え、以降、条項の順次繰り下げをすることとしてお

ります。 

次に５ページになります。 

第３条関係の洞爺湖町職員定数条例の新旧対照表になります。 

第２条でございますが、職員の定数において各部局の定数を定めており、このたびの機構

改革によりまして、保育事務に関する職員の異動が生じたことから、第１項２号の町長の事

務部局の職員を110人から146人に改め、第６号の教育委員会の事務局、事務部局所管の学校

等の職員を70人から30人に改めるものでございます。 

また、第７号では水道事業の企業職員を６名としておりましたが、下水道事業及び簡易水

道事業の公営企業会計への移行に伴いまして、第７号を公営企業職員10人とするものでござ

います。 

それから下段になります。 

第４条関係でございますが、洞爺湖町学校給食センター条例の新旧対照表でございます。 

現在は教育委員会に学校給食センターを課として設置しておりましたが、このたびの機構

改革により、管理課において給食センターを管理運営することとしたため、第４条の職員配

置に関する規定を見直すものでございます。 

現行では、学校給食センターに所長を置くこととしておりましたが、改正後は給食セン

ターに必要な職員を置くということで改めたものでございます。 

次に６ページをお開き願いたいと思います。 

第５条関係でございますが、洞爺湖町行政手続における特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律に平等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の新旧対照表でございます。 

ここでは、第５条で附属機関への特定個人情報の提供について規定しておりますが、現行
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では、９ページになりますけれども、別表３に教育委員会に対して保育事務に必要となる情

報の提供を可能とすることを定めておりましたが、保育事務が教育委員会から町長部局に移

管されることから、この第５条と併せて別表第３を削ることとし、第６条を第５条に繰り上

げするものでございます。 

そのほかに、別表第１及び別表第２では、独自の利用事務の対象となる事務及び内容に関

して規定しておりますけれども、文言の整理と、それから子育て応援住宅、それから定住促

進住宅に関する規定を加えたものでございます。 

議案書の10ページに戻っていただきたいと思います。 

附則でございます。 

この第１項の施行期日につきましては、令和５年10月１日に施行するものでございます。 

また、11ページでございますが、経過措置として、この条例の施行日前に従前の条例及び

規則の規定により行われた処分、手続及びその他の行為は、改正後の条例及び規則の相当の

規定によりなされた処分、手続及びその他の行為とみなすものでございます。 

以上、ご提案申し上げます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） この洞爺湖町の機構改革というのは、私は反対するものではありま

せん。ただ、時代の流れとか住民のニーズというものが多種多様化しておりますから、やは

り機構改革をしながら、住民等々に応えていく、あるいはまた機能の強化を図るというのは

当然やらなければならないと思いますので、そういった意味では、反対するものではありま

せんが、何かこの、ちょっとやってみたけれども、この辺がちょっといまいちだなと思うと

ころは、その都度改正をしていくという、そういうことでなければならないだろうなと思う

のですが、ただ一つだけちょっと確認させてもらいたいのですが、今洞爺湖町では第２期ま

ちづくりを進めているわけでありますよね。総合計画を進めていると。そういった中におい

て、総務部の10番をちょっと見ると、あれ、待てよと思ったのがあるのです。町政の総合計

画だとか、調査及び調整に関することということになっているのですが、ここで言う町政の

総合計画だとか、調査とか、あるいはまた調整というのは何を意味しているのか、この１点

だけお聞かせください。 

○議長（大西 智君） 高橋総務部長。 

○総務部長（高橋秀明君） ただいまのご質問でございます。 

  町政の総合計画というものはまちづくり総合計画のことを申しているところでございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  ９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） ちょっと今、部長、聞き取れなかったので、もう一度お願いします。 

○議長（大西 智君） 高橋総務部長。 
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○総務部長（高橋秀明君） （10番）の町政の総合計画と言いますのは、まちづくり総合計画

のことを言います。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

４番、五十嵐議員。 

○４番（五十嵐篤雄君） 今、越前谷議員もおっしゃったように、この組織云々というのは、

町長が行政執行する上で効率のよい組織をつくる、これは当たり前のことだと思いますので、

組織そのものについて異議を唱えるものではございませんが、ただこの条例を改正するとい

うのは、10月１日の組織をもう認めるということにつながりますので、私は認めてもいいと

思っていますけれども、細かい部分については、９月か何かの一般質問でまたさせていただ

こうと思いますが、とりあえずこの条例の中でちょっと気がついたり、思ったというか聞い

ておきたいことがございましたので、今質問させていただきますけれども、経済部、総務部

ということで、総合支所というのが部のレベルだったものを、自治法の関係なのか知りませ

んが、総合支所という分を除いて、割愛して、新しく出張所ということで、別なところに記

載したというような形になっていますけれども、それぞれの委員会に説明されたときに、職

務分掌のところが赤線でブランクになっていたりして、すごく分かりやすい資料をいただい

たので、どこがどう移って、どの分掌がどう直ったかというのがすごく分かりよくなってい

ますのですが、この組織の改変案の中で、総合支所の部分が、この下ずっといくと３部に

なっているのです。これ、けちをつけるわけではないですが、部ではないのです、もう。新

しく。それが３部となっている、位置づけはここに支所長という部分があるので、こういう

図の位置づけになるのかと思いますが、部ではないということ。 

それからになるのであれば、ちょっとその辺を整理してほしいということと、あとグルー

プという制度がなくなるということで理解していいのかどうか。 

それから、あと総合支所の部分が、この条例の中から除かれて、支所の名称１ということ

で表示されたことになりますが、かつて記載されていた分掌、職務分掌の部分というのは、

総合支所のこの地名を載せたことによって、その職務の分掌というのはどこか違うところに

載っているのでしょうか。載せなくなったのでしょうか。その３点、確認させてください。 

○議長（大西 智君） 高橋総務部長。 

○総務部長（高橋秀明君） まず、１点目の機構の改変案と事前にお示しした資料の中でござ

いますけれども、今までは町長の直近直下の組織として３部体制から今度総合支所というこ

とで変わりますので、ちょっと紛らわしいのですけれども、３部から２部になって、今度そ

の総合支所というのは支所ということになりますので、部かどうかと言われますと、そこは

部ではないというところになります。ただ、洞爺総合支所の所管をちゃんと区域を明確にす

るために、地方自治法第155条の規定に基づいて、ちゃんと支所というのを地域として明確

にしたいというところから支所等の設置条例を改正するというところでございます。 

  もう１点のグループがなくなるということでございますけれども、グループから今度係制

に変えていきたいというところでお示しさせていただいているところだと思います。 
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  事務分掌につきましては、当然直近直下の部ではなくなりますので、分掌については削除

されますけれども、規則に則って、洞爺総合支所の業務というのは洞爺地域の振興のために、

洞爺地域特有の施策を推進するということをちゃんと特化して、明記していきたいと思って

いるところでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ４番、五十嵐議員。 

○４番（五十嵐篤雄君） ちょっと細かくて、この３部というのは２部としないとだめですね。

これ３部となっているのです。意味合いはすごく分かるのです。この並列に並んでいるので。

だけれども、正式に条例としては部ではないという形に変わるということで理解をさせても

らいます。 

  それと、総合支所の部分の分掌の部分が、工夫をしてこの第２条の設置の中に何か組み入

れられないのかなとちょっと思ったりもしたのですが、それぞれの係の役割の、何と言うの

でしょう、組織の中で、その仕事の役割があるのに、この上では確かに書かれています、組

織図の中では。だけれども、条例の中では職務分掌が書かれていないというのは、ちょっと

どうかなと思ったものですから、どこかにあるのでしょうか、それとも。条例の中に。 

○議長（大西 智君） 高橋総務部長。 

○総務部長（高橋秀明君） まず１点目の部については、表記の仕方をもう少し工夫して対応

したいと思いますけれども、洞爺総合支所というのは、やはりちゃんと部長職を置いて、地

域のことをしっかり位置づけて、責任あるところで協議していくということで、大きな意味

合いとしてはこれまでと変わらないような対応を取っていきたいなと思っているところでご

ざいます。 

  事務分掌の部分については、条例上はちょっと載っていませんけれども、内容的には洞爺

地域のことに関することについて、しっかり対応していくということになっていますので、

ちょっと条例上は載っていませんけれども、そのように対応していきたいと思っております。 

○議長（大西 智君） ４番、五十嵐議員。 

○４番（五十嵐篤雄君） 全然ちゃんとやってくれるのはもう当然だと思っていますから、そ

のことを心配しているのではなくて、書き込めるのであれば書き込んだらどうかなと思った

ものですから、それぞれやはり仕事をするわけですから、例えば部ではないけれども部長だ

と、これも今度は人の役職の部分ですから、これは部ではなくても部長職だというのは別に

いいのですけれども、だから課長さんが支所、課長職の方が支所長になってもおかしくない

ということにもつながっていきますし、それは私が考えることではないですからいいのです

けれども、どこかに記載されていないと、その仕事が今までどおりやってくれる、やってい

ただくというのは分かるのですけれども、どこかに書かれていなくていいのかなとちょっと

思ったので、どうなのかなと思って聞きました。 

○議長（大西 智君） 再質問なのですけれども。 

高橋総務部長。 
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○総務部長（高橋秀明君） 洞爺地域の部分については、しっかり地域を明確化したいという

ことからそういった形を取らせていただいたのですけれども、地域特有の施策を推進するた

めには権限を有した部長職を配置しなければならないと考えておりまして、その部分につき

ましては、洞爺湖町行政組織規則に洞爺総合支所には部長職をちゃんと配置するということ

で示していきたいと思っております。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  ２番、小林議員。 

○２番（小林真奈美君） 私のほうから質問をさせてください。 

  説明の中には、この機構改革に伴う関係条例の整備についてということで、町民に分かり

やすく、そして効率的な組織にしたいとの説明でした。それで、先ほどほかの議員からも質

問ありましたけれども、今までグループ制を取ってきていたということなのです。それを今

回は変えて係制にしたということなのですけれども、まず今までのグループ制であったこと

の問題点というのは、具体的にどんなことがあったのかというのをまずお聞きしたかったで

す。 

○議長（大西 智君） 高橋総務部長。 

○総務部長（高橋秀明君） グループ制の問題点の関係です。元々グループ制というのは、平

成22年に一部実施しまして、24年の４月から完全に実施したところなのですけれども、導入

した当時というのは、職員数170名ほどいたかと思います。現在は148名の職員数となってお

りまして、やはり導入時と状況が大きく変化しているのかなと思ってございます。 

グループ制が機能していない状況としましては、課長の裁量であるとか、チェック機能と

か、繁閑調整とか、人材育成、あとは事務配分の合理化によって責任の所在がちょっと曖昧

なのかなというところを課題、問題があるのではないかなと認識しているところでございま

す。 

○議長（大西 智君） ２番、小林議員。 

○２番（小林真奈美君） ありがとうございます。私の意見としては、グループ制のほうが若

手の、グループで協議する、考えるという機会があるわけですから、若手の職員の人材育成

にもいろいろつながるのかなという思いがあるのです。逆に係制にしてしまうと、トップダ

ウンはやりやすいけれども、逆に若手の方たちが意見をいろいろな場で言える機会が少なく

なってしまうのではないかなというような気持ちが、思いがあるのですけれども。 

そこで質問なのですけれども、この係制というのは本当に、やはり若手の人材育成の面、

それから、やはりそれぞれの課にはそれぞれの課のプロフェッショナルという方がいること

も必要になってくると思うのですけれども、そういう専門性を育てるという部分。 

それから、あとはこの体制が本当に持続可能な機構になっているのかという部分をちょっ

と聞かせていただきたいと思います。 

お願いします。 

○議長（大西 智君） 八反田副町長。 
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○副町長（八反田稔君） グループ制の関係でございます。私もいろいろ来るとき懸念はした

ところはあったのですけれども、やはり今問題と言いましょうか、今議員お話のあったとこ

ろと同じ言葉を使うかもしれませんけれども、先程から部長が説明したとおり、責任の所在

を明確にしたい。結局グループ制にすると、先ほど言うようにメリットもあるのですけれど

も、そのほかにはやはり自分はこの仕事をやって一つの自信をつけていただいて、一つずつ

階段を上がっていただくためには、ある程度責任を持たした仕事、これはあなた、専任では

ないのでしょうけれども、そういう考え方の自信を持たせて前へ進ませていただけること。

それから、それに対する、先ほど議員言われた専門性も、ある程度知識を学んでいただく。

これは誰かに聞いたら分かるのではなくて、自分で勉強をして、その知識を学んでいただく

というような考え方を持って、一つはその目的が大きいかと思います。そのほかに、いろい

ろな、グループ制にしたらいいこともありますし、それから係としては今私がお話した仕事

と、いろいろ考え方に違いがあると思うのですが、基本的には、やはり一番の我々の考え方

としても、若い方々に責任を持って仕事をしていただいて、自信を持っていただく、そこに

は必ず上司がフォローしなければいけませんし、１人、２人、その後ろにはいなければいけ

ないのですけれども、そういうような趣旨をもって、グループ制からまたこちらのほうの係

制に戻してきたという大枠の話になるのですけれども、そんな考え方で今回進めさせていた

だこうかという提案になっています。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これで、質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第３号機構改革に伴う関係条例の整備についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第３号機構改革に伴う関係条例の整備については、原案のとおり可決さ

れました。 

  ここで、休憩といたします。再開を11時15分といたします。 

（午前１１時０２分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開をいたします。 
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  休憩前に引き続き、一般議案を続けます。 

（午前１１時１５分） 

  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第６、議案第４号洞爺湖町乳幼児等医療費助成に関する条例の一

部を改正する条例の一部改正についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  八反田副町長。 

○副町長（八反田稔君） 14ページをお開き願いたいと思います。 

  議案第４号洞爺湖町乳幼児等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の一部改正に

ついてでございます。 

  洞爺湖町乳幼児等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例を

次のように定めるものでございます。 

  この条例の改正の趣旨でございますが、助成の範囲を高校生まで拡大することとして、文

言の整備をさせていただくところでございます。 

  議案説明資料の10ページをお開きください。 

  第４条でございますが、ここに18歳というものを改めまして、18歳の次に２に達する日

（誕生日の前日）以後の最初の３月31日を加えるものでございます。 

  14ページの議案書に戻っていただきたいと思います。 

  議案書の14ページ、附則でございます。 

  この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

  以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） ２点ほど伺っておきたいなと思います。高校生まで拡大することに

よって、町の負担額はどのくらいになるのか。総額でお願いいたします。それだけ。 

○議長（大西 智君） 後藤住民課長。 

○住民課長（後藤和郎君） 18歳まで、高校生まで拡大するとした場合の拡大にかかる影響額

でございますが、現在予算のときにも一度申し上げているところでございますが、約250万

円程度と見込んでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） 250万円というのは総額なの、違うでしょう。総額幾ら。そして、

財源の内訳も教えてください。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 
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○税務財政課長（藤岡孝弘君） 今、住民課長が申し上げた250万円については、中学生から

高校生まで拡大した分の250万円が増えるという意味でございます。それから、財源につき

ましては、1,280万円が過疎債の借入で賄うこととしてございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） 総額も教えてくださいということを先ほど述べたと思うのだけれど

も、総額幾らなのか。250万円、拡大した分は過疎債ということですか。もう一度確認させ

てください。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 全体の子ども医療費の拡大事業でございますけれども、子ど

も医療費の助成事業が1,300万円ほどです。それから、借入もそれに合わせて、子ども医療

費拡大事業分として、先ほど申し上げましたとおり1,280万円、全体的な事業の拡大、子ど

も医療費の医療助成の拡大事業分として1,280万円、これは全体の子どもの医療費でござい

ますけれども、過疎債での借入を予定しているところです。 

  以上です。 

〔「250万円の過疎債ということでよろしいのですか」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 250万円の増えた分も過疎債のほうの借入に含まれておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第４号洞爺湖町乳幼児等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の

一部改正についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第４号洞爺湖町乳幼児等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────────── 

◎議案第５号の上程、説明、質疑、討論、採決 
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○議長（大西 智君） 日程第７、議案第５号財産の取得についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  八反田副町長。 

○副町長（八反田稔君） 議案書の15ページをお開き願いたいと思います。 

  議案第５号財産の取得についてでございます。 

  次のとおり財産を取得するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、また処分に

関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

  内容といたしまして、１として、取得する財産は、除雪ドーザ11トン級。 

  ２として、数量は、１台。 

  ３として、契約の方法は、指名競争入札。 

  ４として、取得価格は、2,089万5,816円。 

  ５として、取得先でございますが、苫小牧市新明町４丁目１番１号。日本キャタピラー合

同会社、苫小牧営業所。所長、角田基範でございます。 

  この重機でございますが、現在、洞爺湖温泉地区で除雪作業として使用されておりますが、

平成16年に納入され、18年を経過してございます。これまでも大規模な修理を実施してきま

したけれども、稼働時間を考慮しますと、さらなる高額な修理費用が予想されることから更

新するものでございます。 

  以上、ご提案申し上げます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） 今までの温泉地区の除雪機は18年使ったので更新するということの

ようでありますけれども、この除雪機を購入して、除雪の在り方というのが促進されるのか

どうなのか、除雪機を入れて更新して促進されるのかどうなのか、１点と、それから、財源

のところでちょっと教えてもらいたいのですが、この財源措置として社会資本の整備総合交

付金ということで、949万1,000円ということになっているのですが、あとの過疎債とか一般

財源は分かりますけれども、今までもこういう社会資本整備総合交付金というのが各事業に

充当されてきたのかどうなのか、その辺ちょっとお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 仙波環境課長。 

○環境課長（仙波貴樹君） ただいまの質問でございます。当該ドーザを購入することにより、

除雪事業が促進されるのかどうかというご質問でございます。今回は、ドーザの増設ではな

く更新ということで、これまでの除雪体制が大きく変わるものではございません。ただ、先

ほど副町長の説明にもございましたとおり、約19年、20年近く使っているということもござ

いまして、大がかりな修理が近年多発しているというような状況を鑑みますと、新規に購入

することにより、後ろ向きというのはちょっと適切ではないですが、修理にかかる費用とい

うのは少なくなるということでございます。 
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  もう１点、財源なのですけれども、このほかに除雪にかかる費用、環境課が担当する部分

につきましては、毎年かかる冬場の除雪に対する事業費の補助もこの交付金を活用している

ところでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） 所得の部品のところを見ると、除雪ドーザ11トン云々とか、マルチ

プラウ云々とか、簡易云々とかって、今までの除雪機に新たな装置をつけたということなの

ですか。例えばつけたとするならば、つけることによって除雪の在り方というのがどう変化

するのか、その辺お願いします。 

○議長（大西 智君） 仙波環境課長。 

○環境課長（仙波貴樹君） 今回更新ということになりますので、基本的には従前からあった

ドーザと今回購入するもので大きく変わるものはございませんが、１点、約20年近くで、車

もそうですけれども、いろいろな機能のものが、最初からついているもので機能の増強とい

うものがされておりますことから、これまで、ちょっと実際に運用してみなければ分からな

いのですが、物も新しいということで、これまでかかっていた時間の、ちょっとこの場でど

のくらい縮減になるかというのは私自身も不勉強なところで分からない部分はあるのですが、

新しくなったドーザによって、多少の除雪時間の縮減、短縮というのが見込まれるのかなと

考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） 今の答弁でちょっと気になるところがあるのです。機能は運営して

みなければ分からないと、どういう機能なのか分からないで購入するということなのですか。

それだったらちょっと問題あると思うのです。やはり機能というものを十分理解して購入す

るというのが建前ではないですか。だから、今までの機能と変わりあるのかないのか、ない

ならないで結構なのだけれども、運営してみなければならないというのは、ちょっとそれは

答弁としてはいささか不快感持つのですが、どうですか。 

○議長（大西 智君） 仙波環境課長。 

○環境課長（仙波貴樹君） 大変申し訳ございません。一つ例を挙げるとすれば、ＬＳＤとい

うスリップした場合に左右のタイヤの回転数を制御して、車体が大きく滑らないような、そ

ういった機能も、それが標準でついているというような、そういった機能がありまして、そ

れによって、これまで箇所によっては大きく車体が振られるような箇所も、この機能によっ

てスムーズに除雪ができるようになるのではないかと考えておりまして、今回これがついて

いるもの、標準でついているものを購入したということになります。そういった観点から、

除雪時間ですとか、あるいはオペレーターの身体的な負担が少しでも減るものと期待してい

るところでございます。 

  以上です。 
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○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  11番、板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 細かいことを言うようだけれども、いろいろ、私も温泉に住んでいま

すので、今の古い除雪ドーザよく知っておりますし、よく頑張っているなとは思っておりま

すけれども、先ほど修理も結構かかるよという話でした。確かにそうだと思います。そして、

私ずっと見ていったら、納車期限、３月22日と言ったら、もう雪が溶けてしまってもう除雪

しないので、来年、今年の12月から来年の３月までは使えないということは再来年の話に

なってしまうということですよね、今購入。きっともって、つくるのに時間かかるとか何と

かとあるのだろうけれども、これお願いです。業者に対して、日本キャタピラーさんに対し

て１か月でも２か月でも何とか納期限を少しでも早くしてもらって、更新すればいいのでは

ないかなと私は思います。そいったことで、そういうことができるかできないかの確認も含

めて、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 仙波環境課長。 

○環境課長（仙波貴樹君） ただいまの質問でございます。契約上は令和６年３月22日として

いるところでございます。この件につきましては、こういったドーザに限らず、車のほうも

納期に関しては長期化していると。世界的な物不足と言いますか、半導体の不足ですとか、

そういったものが絡みまして、納期にかかる期間が長期化しているという部分もございます

が、今我々も議員と同じように事業者のほうには少しでも早く納車してほしいというところ

で、直近の見通しではございますが、今のところ年内に納車になる可能性もあるということ

でご理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 11番、板垣議員。 

○11番（板垣正人君） それなら結構ですけれども、私あと一つ心配していたのは、今古い

ドーザを使っていて、例えば12月雪投げ始めたらどこか壊れたと、そこにまた500万円とか

300万円とかかかるということが非常に危惧されるので、その辺のためにちょっと確認を、

質問させていただきました。また、年内に何とかなりそうだったらそれでオッケーです。よ

ろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  ３番、千葉議員。 

○３番（千葉 薫君） 全く板垣議員と同じような質問しようと思ったのですが、今それは一

つとして。それと、これ結構高い物です。うちの町にこういった機械は何台あるのか。これ

からまた更新ですとか、そういったことをやっていくと、結構なものだろうと。やはり除雪

というのは大変今注目されていまして、大変なことだと思うので、計画的にやはり最新の物

を使っていかないとだめなのだろうと思います。当然、１回買ったら20年ということですか

ら、結構もつものだと思いますけれども、その辺の計画性について、ちょっとお聞きしたい
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と思います。 

○議長（大西 智君） 仙波環境課長。 

○環境課長（仙波貴樹君） 町で保有しているドーザについては、これを含めて５台と。その

ほかにリースで毎年２台ほど借りておりまして、それらを含めながら、現在除雪をやってい

るところでございます。議員おっしゃりますように、非常に高額な機械でありますことから、

これについては計画的な整備というのが必要になってくると思います。今のところ、直近で

ドーザの更新というのは考えてはいませんが、状況を踏まえながら、ドーザのほかにも除雪

トラックですとか、そういった物もございますので、計画的に整備のほうを進めていきたい

と考えてございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第５号財産の取得についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５号財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────────── 

◎議案第６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第８、議案第６号令和５年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算

（第２号）についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  八反田副町長。 

○副町長（八反田稔君） 議案書の16ページでございます。 

  議案第６号令和５年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算（第２号）でございます。 

  令和５年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  第１条でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億2,390万9,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ79億5,278万7,000円とするものでございます。 

  第２条の債務負担行為の補正につきましては、事項別明細書の中で説明させていただきま

す。 

  事項別明細書の４ページ、５ページをお開きください。 
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   本会議の補正予算につきましては、前年度の繰越金、それから新型コロナウイルス感染症

対策としての電気・ガス・食料品等の価格高騰重点地方交付金の増額に伴いまして、低所得

者への支援や生活者や事業者に対する支援の交付金事業を計上したものが中心となってござ

います。 

それでは、歳入、説明させていただきます。 

15款国庫支出金２項国庫補助金７目新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時補助金で

ございます。電力・ガス・食料品等価格高騰重点地方交付金で、１億1,547万円を増額する

ものでございます。 

交付金の支出内訳は歳出で説明させていただきます。 

次に、16款道支出金２項道補助金２目衛生費道補助金でございます。 

二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金で、275万円の減額でございます。これにつきま

しては、当初予算計上しておりました再エネ導入目標策定及び実行計画策定業務を単年度か

ら２年度にしたことから、事業費を減額するものでございます。 

17款財産収入２項財産売払収入１目土地払収入でございます。432万円の増額でございま

す。旧洞爺歯科診療所建物土地付きの売却によるものでございます。 

  19款１項１目繰入金でございます。１億3,960万円の減額でございます。財政調整基金繰

入金１億4,000万円の減額でございます。これにつきましては、当初予算で繰り入れした財

政調整期金の繰り戻しによるものでございます。 

下段になりますが、育英資金等教育振興基金繰入金40万円の増額でございます。これは箱

根町の中学生親善交流事業の増築に伴う繰入金の増でございます。 

20款１項１目の繰越金でございます。前年度繰越金として２億4,596万9,000円の増額でご

ざいます。 

  それから、21款諸収入５項３目の雑入でございます。コミュニティ助成事業助成金50万円

の増額で、町内２箇所の自治会の自主防災組織が行う防災資機材の購入費の助成金でござい

ます。 

続いて、６ページ、７ページになります。 

歳出でございます。 

  ２款総務費１項総務管理費３目公有財産管理費でございます。8,000万円増額でございま

す。18節負担金補助及び交付金におきまして、北海道市町村備荒資金組合普通納付金で

8,000万円を将来の災害に備えて、前年度繰越金の一部を積み立てするものでございます。 

その下になります。 

７目の財政会計管理費でございます。842万5,000円の増額でございます。22節にあります

償還金利子及び割引料の償還金でございまして、これにつきましては、令和３年度及び４年

度の国からの新型コロナワクチン接種対策負担金などの国庫支出金の精算による返還金でご

ざいます。 
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次に、４款衛生費２項環境衛生費２目の環境対策費でございます。410万7,000円の減額で

ございます。再生可能エネルギー導入等の策定委員会に係る経費を計上として、１節の委員

会報酬から11節の保険料まで27万8,000円を計上し、それから12節の計画策定業務委託料438

万5,000円を減額したものでございます。 

歳入でも説明しましたが、単年度から２か年に変更するために当初予算で計上している策

定業務の委託料を一部減額したものでございます。令和６年度の予算振替として計上するも

のでございまして、これに合わせて議案書にあります19ページに第２表債務負担行為により

まして、再エネ導入目標策定及び実行計画策定業務として令和６年度に限度額610万円を債

務負担させていただくところでございます。 

  ７款１項商工費１目商工振興費の商工管理事務事業で、1,500万円の増額となっておりま

す。新型コロナウイルス感染症対応融資利子補給事業でございます。補助金でございますが、

１事業者10万円を限度といたしまして、新型コロナウイルス感染症の影響により、融資を受

けた事業者に対しまして、返済の一部を補助するものでございます。これにつきましても、

２か年事業で実施しますことから、議案書の、先ほど説明した19ページ、第２表の債務負担

行為によりまして、新型コロナウイルス感染症対応の融資に伴う利子補給として、令和６年

度分を限度額1,500万円を債務負担しております。 

続きまして、２項観光費２目観光施設管理費で、199万1,000円を増額してございます。足

湯手湯管理事業で、69万3,000円の増額で、洞爺湖温泉にあります薬師の湯の配湯管の漏水

により、温泉パイプの修繕でございます。それから、中島・湖の森博物館運営事業129万

8,000円の増額でございますが、これにつきましては中島にあります浄化槽の水中ポンプの

プロペラの故障により、工事で復旧するものでございます。 

続いて、８ページ、９ページをお願いいたします。 

９款１項消防費２目災害対策費災害対策事業で50万5,000円の増額でございます。10節の

需用費でございますが、消耗品で防災用のヘルメット、ハンドメガホンの整備、それから17

節の備品購入費ではポータブル電源ＵＳＢポート付きコードリールの整備などをするもので

ございます。 

続きまして、10款教育費１項教育総務費３目諸費でございます。72万2,000円の増額でご

ざいます。１、教育推進事業で１節報酬がございますが、教育審議会の節にかかわる委員報

酬でございます。それから、３番の箱根町中学生親善交流事業でございます。７節の報償費

と、それから８節の旅費につきましては、航空運賃、それから宿泊費等の値上がりによる増

でございます。 

続いて、２項の小学校費１目小学校管理費でございます。128万6,000円の増額でございま

すが、これにつきましては、17節備品購入で虻田小学校の除雪機の故障による除雪機の１台

の更新の費用でございます。 

それから、４項の社会教育費１目の社会教育総務費、英国青年ボランティア事業でござい

ます。これにつきましては、英国青年ボランティア事業を９月の受入にあたりまして、生活
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用品、消耗品の交換や住宅等のお風呂等の修繕、それから使用不可になっている備品等の購

入の費用を増額するものでございます。 

続きまして、５項の保健体育費３目の給食施設費でございます。虻田給食センター運営事

業で、59万8,000円の増額でございます。17節の備品購入でございますが、厨房内の自動手

洗い器の２台を更新する費用でございます。 

それから、13款の予備費でございます。13款１項１目の予備費でございます。106万9,000

円の増額でございます。前年度繰越金の残額を予備費に計上するものでございます。 

次、10ページ、11ページをお開き願いたいと思います。 

14款１項新型コロナウイルス感染症対策費１目生活支援対策費でございます。9,415万

3,000円の増額でございます。内容としましては、２のくらし応援商品券給付事業で、6,310

万円でございます。これにつきましては、エネルギー、食料品等の物価高騰が長期化し、負

担感が大きい中、洞爺湖町内の非課税世帯に対して、家計の負担軽減を図ることを目的に、

町内で使用できる１世帯当たり３万円の商品券を給付する事業でございます。 

３節から11節までは関係する事務経費でございまして、12節のくらし応援商品券取扱委託

料でございますが、１世帯当たり３万円掛ける1,950世帯を見込んでおります。そのほかに

商工会への事務手数料を計上したものでございます。 

下になりますが、くらし応援商品券給付事業、低所得者以外の全世帯分でございまして、

3,105万3,000円の増額でございます。洞爺湖町内の非課税世帯以外の全世帯に対して、家計

の負担軽減を図ることを目的に、町内で使用できる１世帯当たり１万円の商品券を給付する

ものでございます。 

その中で、12節のくらし応援商品券取扱委託料がございます。これにつきましては、１世

帯当たり１万円掛ける2,900世帯を見込んでおります。その他は、商工会の事務手数料と

なっております。 

それから、２目の経済対策費、商工支援対策事業で2,400万円の増額でございます。エネ

ルギー、それから食料品等の物価高騰が長期化し、個人消費や小売店、飲食店の経営にも大

きな影響を及ぼしていることから、家計や小売店等を支援することを目的に、プレミアムを

上乗せした商品券を発行する事業でございます。 

18節の負担金補助及び交付金で、このプレミアム商品券発行事業で2,400万円を計上して

おりますが、１セット3,000円で5,000円分の商品券を、2,000円のプレミア付きの商品券を

１万1,000円セット予定し、予算を計上したものでございます。そのほかに、事務費、印刷

料、振込手数料も計上させていただいております。 

  以上、ご提案申し上げます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

質疑、皆さんあるようなので、質疑は昼食後、午後からにしたいと思います。 

ここで、昼食休憩といたします。再開を午後１時といたします。 
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（午前１１時５２分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開をいたします。 

（午後 １時００分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） 午前中に引き続き、一般議案を進めていきたいと思います。 

午前中、議案第６号の提案理由の説明を受けました。 

質疑から入りたいと思います。質疑はありませんか。 

  ４番、五十嵐議員。 

○４番（五十嵐篤雄君） それでは、２点ほど質問させていただきます。 

７ページの歳出です。総務管理費の中で、公有財産管理事業で市町村備荒資金組合に普通

納付金で8,000万円預けるというか、納付をすることになっておりますけれども、恐らくこ

の額が決めることができたのは、多分繰越が確定したので、納付する額が決められたのかな

と想像しているところでございますけれども、備荒資金組合の規約や何かをちょっと見ます

と、普通納付金と超過納付金があったり、毎年地方交付税の算定に用いられた基準財政需要

額の１割とか、それを納付額とするとか、何かいろいろ取り決めがあるようなので、その辺

の現状がちょっと分からないものですから教えていただきたいのですが、我が町の備考資金

の預けている現在高が幾らくらいなのか。 

それから、必ずこれ、北海道の全市町村が加入していると思うのですけれども、納付期限

というのが決められていて、今繰越が確定したから今頃ではないかと言いましたけれども、

いつ頃納付することになっているのか。 

それから、8,000万円とした根拠、この金額がなぜ8,000万円になったのかということ。 

それから、多分これ災害のための納付で、災害のときのために貯金しておくと言いますか、

貯めておくという制度だと思うのですけれども、引き出しが自由にできるのかどうか。その

ことと、多分かなりいい利息ではないかなと想像しているのですが、利息はどれくらいつく

のか。このことについて、まずご説明をいただきます。 

もう１点は、新型コロナウイルス感染症対策の中で、生活支援対策と経済対策と二本立て

になっていまして、商工会でやってもらったりする部分もあるわけですが、全部商品券がさ

ばけると１億円以上の経済効果が期待できるわけでありますが、とてもありがたい制度だな

と思って、町民の皆さん喜んでいただけると思うのですが、この同じ暮らし商品券の中で、

低所得者分の１世帯３万円の商品券、それからそれ以外の全世帯に１万円の商品券、この中

で、低所得者分のところの費用の中には、時間外勤務手当、管理職手当、それから18節の西

胆振広域連合負担金、これが入っているのですが、下の低所得者以外のところはこの費用が

発生していないのですが、この理由が知りたい。つまり、例えば西胆振広域連合のやつはシ

ステムを稼働させて何かするのだと思いますが、どこまでこの西胆振の広域連合のシステム

を使って、ただ名簿を打ち出すのか、送り先の住所や何か封筒までつくれるのか、どの辺ま
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で広域連合にやってもらえるのか、それが分かると先ほど言った費用の項目が違っているの

が謎が解けるのかなと思いますけれども、そのことについてご説明をお願いします。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 最初のほうの備荒資金組合の質問についてでございます。 

まず、令和４年度の決算を終えまして、行政報告もさせていただいておりますけれども、

繰越金が今回補正予算においても、歳入で２億4,596万9,000円を計上させていただいており

ます。そのうち、財政調整基金、これは当初予算で繰り入れを見ている２億2,000万円のう

ち、１億4,000万円をまず財政調整基金のほうに戻すということで１億4,000万円。それから、

今質問ありました備荒資金組合、こちらのほうに8,000万円の積立を計上させていただいて

おります。 

何点か質問あったかと思うのですけれども、まず備荒資金組合について、簡単にちょっと

説明させていただきます。北海道市町村備荒資金組合は、災害時の支出に備えて、全道179

市町村が加盟している一部事務組合でございます。備荒資金組合が管理している業務の中に

積立金があるのですけれども、それは今議員ご説明いただいたとおり、市町村が任意に積立

することができる超過納付金、それと各市町村が最低5,000万円を積み立てなければならな

い普通納付金、この２種類がございます。両方を合わせた積立金の金額なのですけれども、

北海道市町村備荒資金組合全体の額は、４年度末におきまして、895億円が現在高となって

おります。このうち、洞爺湖町では５月末現在で、普通納付金、ちょっと細かい円単位の端

数は除きますけれども、普通納付金で２億1,870万円、超過納付金につきましては３億1,270

万円、合わせて５億3,140万円ほどを備荒資金組合に積み立て、保有している状況でござい

ます。 

今回8,000万円を積み立てる理由は、まず普通納付金のほうに今回8,000万円積み立てさせ

てもらうのですけれども、まず理由としては二つ考えておりました。まず一つ目につきまし

ては、有珠山噴火からもう二十数年経過しまして、次の噴火に備えるため基金を保有して、

災害に対する備えをすること、こちらをまず第一に考えます。それから、２点目、普通納付

金の配分率が年利１％とかなり高い、有利な利率となっていること。この２点から、今回積

立のほうをさせていただきます。 

一般的な利子に相当する各市町村への配分金、備荒資金組合の配分金なのですけれども、

町が保有する各基金の普通預金の積立による運用を大きく上回る利率となっておりまして、

市場の利率より大変有利な運用ができるということでございます。普通納付金については、

年利１％、それから超過納付金については0.34％となっております。普通納付金の３億円ま

で積み立てすることが可能となっておりますので、今回町では2億1,800万円保有しておりま

すけれども、8,000万円積み立てをして、普通納付金３億円にして配分金の１％で毎年300万

円が配分金として入るように、それを積み立てする形で災害に備えていきたいと考えており

ます。 

それから、超過納付金については、積み立てできる上限が、先ほど議員ご説明いただきま
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したとおり、基準財政需要額によって違うのです、各市町村違うのですけれども、上限は30

億円まで積立可能となっております。洞爺湖町におきましては、先ほど申しましたとおり３

億1,270万円を積み立てしている状況でございます。 

最後の引き出し、いつでも下ろせるのかという質問あったかと思うのですけれども、超過

納付金についてはいつでも下ろすことは可能です。それから、普通納付金については、災害

があった場合に初めて取り崩しが可能となっております。自由には取り崩しはできない代わ

りに利率が１％とかなり高い状況となっております。 

以上でございます。 

○議長（大西 智君） 高橋健康福祉課長。 

○健康福祉課長（高橋憲史君） 二つ目のご質問のくらし応援商品券、低所得世帯分と、それ

からもう一つ、低所得以外の全世帯分ということで、それぞれ３万円と１万円の事業という

ことでございますけれども、まず３万円のほうの低所得世帯分のほうにつきましては、国の

ほうから、いわゆる一世帯のほうに３万円だよといったようなことで、必須分として予算措

置をさせていただき、補助金の歳入上、こういった形で分けさせていただいているのですけ

れども、上のほうが必須分ということになります。また、下のほうの低所得世帯以外の全世

帯分につきましては、この１万円のほうになりますけれども、こちらについては、いわゆる

推進事業と言いまして、国のほうからいろいろなこのようなことが考えられるというような

案をご提示いただいた中で、市町村が単費も含めて措置をできるといったような事業になっ

てございます。 

  それから、先ほどご指摘の時間外勤務手当、管理職特別勤務手当が上のほうにあり、西胆

振広域連合負担金も含めて、上にはあって下のほうには発生しないのかといったようなご質

問でございましたけれども、この部分につきましては、同じ業務になりますことから、同時

並行して実施をいたしますので、基本的には下に含まれる事業の部分につきましても、いわ

ゆる国のほうの10分の10の補助金のほうに充当すべく、こちらのほうで計上させていただい

ているといったところでございます。 

  それともう一つは、広域連合における、いわゆるシステムの改修期の関係、どういった事

務なのだと、作業的なものが示されているのだというお話ございましたけれども、今私ども

で確認させていただいている部分につきましては、基本的にはしっかりと、いわゆる対象者

の洗い出しですけれども、基本的に、いわゆる課税状況、非課税、非課税ではない方という

ことで、１月１日だけでの抽出では足りなくて、いわゆる基準日といったところを設けさせ

ていただいているものですから、そちらも含めて、システム側のほうで時系列を確認をした

中で、そういった抽出がそのシステムの中で出来上がるということで説明をいただいており

ます。封筒や何かの印刷等々につきましては、それらが終わった後に、こちらはシステムで

はなく手詰みになるかと思っていますけれども、職員の手作業の中で進めなければならない

状況があるものですから、この部分につきましては、時間外や何かの中で職員の対応をして

まいりたいなと考えているところでございます。 



- 150 - 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ４番、五十嵐議員。 

○４番（五十嵐篤雄君） もう一度、大体分かったのですが、備考資金の関係については

8,000万円というのが、いわゆるほかの基金に繰越の額から戻しをした、ちょうど差額分が

8,000万円になるような計算で、そのまま備考資金に積み立てたという形になろうかと思い

ます。なぜ、この備考資金への納付金が当初予算にないのかなと、実は思っていたので、そ

れはこのものを見ないと金額が確定できないから、あえて入れてなかったのかなと、今改め

て理解できたところであります。 

  確かに、だから３億円を上限にして普通納付金は、今回３億円近くの額が納付するという

ことになると、来年は普通納付は発生しないと考えて、それでも超過の部分に入れても0.34

という比率も決して市中の金融機関考えたら、率としては大変いい形ですので、何と言うの

でしょう、出し入れが自由になる部分というのは、額は30億円でしたか、高くまで積めるよ

うになって、利率の高い１％の部分については３億円止まりということで、ちょっと災害に

しか下ろせないということで、融通性というか、それはちょっと低いのですけれども、でき

るだけ３億円というものを、災害がないに越したことはないのですが、３億円の１％を300

万円ずつ確保できるわけですから、それの３億円は必ず維持していっていただきたいですし、

もし余裕があれば超過の部分で納付して、いつでも引き出しができるところですから、0.34

でも結構な財源を確保できるということですので、これは総務財政課の仕事になるのでしょ

うが、その辺を徹底してやっていただきたいなと思います。 

  それと、あと商品券の事業のやつは、両方の部分を上の国の、何て言うのでしょう、しっ

かりきちんとやりなさいといった部分に全部費用を集計したので、下には入っていないとい

うことで理由が分かりました。ただ、西胆振の連合の負担金で30万円のシステムの部分が、

この低所得者の方のリストアップだけで30万円もかかるのかなと、ちょっとあれなのですが、

もっとこちらの作業が少なくて済むようなシステム、だから先ほど言ったような、例えば住

所等や名前なんかもシールで打ち出してもらって、袋詰めの封筒の作業でも、それをシール

で貼ればすぐできるようなところとか、もうちょっとシステムが人の手を介する部分を少な

くできるようなお願いができないものかなと、ちょっと思ったものですから、ここまでしか

できませんよではなくて、この辺もできませんかとお願いするのもありかなと思ったもので

すから、その辺だけちょっと再確認をさせていただきます。 

○議長（大西 智君） 高橋健康福祉課長。 

○健康福祉課長（高橋憲史君） 今ほど、議員のほうからご指摘のあった部分でございます。

おっしゃるとおり、いかに職員の事務手数料を軽減するかといったところというのは、本当

に一番最も重要と言いましょうか、ミスも減らすといったようなところからしても、重要な

ところかなと思ってございますので、ちょっと今回そういった部分が間に合うかどうかは分

かりませんけれども、担当の情報の部局等々とその辺お話を詰めながら、要望としてしっか

りと連合会のほうには伝えてまいりたいなと考えてございます。 
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  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  ９番、越前谷議員。 

○９番（越前谷邦夫君） おおむね５点、ページ数は４ページの歳入の国庫支出金、国庫補助

金のところで、実は財産収入のところで432万円計上されておるわけであります。この432万

円というのは土地売払収入ということで、実はこの施設というのは非常に注目されていた施

設であったのではないかなと言うのです、洞爺地区においては。それというのも洞爺地区の

懇談会で随分声として、議論というよりも無償で提供してはどうかとか、あるいはまた売却

してはどうかとか、いろいろな意見を出されたわけであります。今回432万円ということは、

不動産鑑定士などを入れたのかどうなのかというのがまず１点伺いたいと。それというのも、

やはり行政の売り払いしたその金額というのは、主要の地域周辺の価格の基準になるわけで

すから、極めて重要な案件であるなという思いを持っているのです。本来ならば、逐一報告

があってもしかるべきではあったのではないかと思うのですが、それは売却等々との金額に

よっては事前に報告はしなくていいというものもありますから、あえてどうだこうだという

ことは言いませんけれども、ただ、収入を得た面を目的の特定基金に積立をするのかどうな

のか、その辺伺っておきたいなと思います。くどいようですが、周辺の価格の基準になるわ

けでありますから、そういうことをしっかりと受け止めて売却金額に至ったのかなというこ

とを考えますから、何度も申し上げますが、不動産鑑定士などを入れて売却の金額の基準と

いうのを設けたのかどうなのか、その辺を伺っておきたいなと思います。 

  それから、先ほど、ページ数は７ページに入っていくのですが、最初のところで固有財産

管理費、今４番議員の質問で十分理解したわけでありますけれども、ただ確認させていただ

きたい。というのは、こういう災害などに向けて、やはり町としても基金の積立が必要であ

るというのは言うまでもないのでありますが、過去の一般質問の中で取り上げられたところ

で、災害、とりわけ有珠山災害等も来るだろうと、あってほしくはないけれども想定される

ということから、約、基金として10億円を保有していきたいという考え方を明らかにしたわ

けでありますが、しかしその10億円を保有というのは財政調整基金だけの10億円なのか。そ

れとも今積み立てている固有財産の管理事業の中での市町村の備考資金も含めての10億円な

のか。この内訳を明確にしていただきたいなと思います。 

  それから、ページ数は商工費の中で商工振興費の中で負担補助及び交付金のところで伺っ

ておきたいのですが、この事業は1,500万円を２年間で約3,000万円、そういうコロナウイル

ス感染症拡大によって経済が非常に傷がついたということから、やはり元の商工業者、ある

いはまたこれから確認させてもらいたいのですが、農業、漁業者の方々もやはり融資を受け

たということがあるわけでありますから、この1,500万円の、そして10万円のマックスの中

でも、農業者も漁業者も入るのかどうなのか。というのも、商工会からの要望なんかにも明

確にうたっているわけですよね。そういうことを考えると、果たして商工業者だけに絞られ

るのか。それとも融資を受けた農業者も漁業者も該当になるのですよということを、この議
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会の場で明確にしていただきたいなと思います。 

  それから、もう１点は公害対策費の中で、備品購入費の中で、金額は少ないのですが31万

4,000円計上されております。これは自分の聞き間違いだったらごめんなさい。ヘルメット

なども耐用年数過ぎて購入しなければならないということであったかのように聞こえたので

すが、だとすれば、自分もヘルメットは耐用年数あるということは以前から知っていました。

ただ、耐用年数というのは何年で耐用年数切れるのかどうなのか。例えば、だとするならば、

洞爺湖町でヘルメットの数というのは相当保有されているのではないかなという気がするの

ですけれども。あるいはまた、議会のほうでも議会時のほうにもヘルメットを、旧虻田町議

会時代は貸与されているのですが、そういった数を含めると全体的の何個があって、その分

の何個今回ヘルメット購入ということになるのかどうなのか、その辺伺っておきます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） ただいま議員のほうからご質問ございました旧歯科診療所の売り

払いの件でございます。金額に関して不動産鑑定士を入れたのかというご質問かと思います。

今回は不動産鑑定士は入れておりません。というのは、洞爺湖町普通財産売払事務取扱要綱

の中で、予定価格の設定というところがございます。そこには近傍地、土地取引事例価格を

元にした価格、それから固定資産税評価額を元にした額、不動産鑑定評価を元にした価格と

なってございます。今回いずれかの方法により設定するとうたわれてございます。今回は固

定資産税の評価額を元にした価格を設定しているということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） ２点目の備考資金組合の質問についてです。まず基金の保有

残高についてでございますけれども、４年度末の全体の積立の額が、備考資金組合への積立

金を含めて35億8,000万円が当町が保有する基金の残高となっております。 

それから10億円を積立というお話ありましたけれども、10億円については中期財政計画で

定めている財政調整基金の保有残高、これを10億円を切らないように積立のほうを堅持する

ということでございます。現在、財政調整基金につきましては、12億5,600万円ほどを保有

しておりますので、計画どおり、今のところ順調に推移、保有しているという状況でござい

ます。 

それから備考資金への災害の備えについてでございますけれども、先ほど五十嵐議員のほ

うにもご答弁申し上げたのですけれども、目的につきましては、まず第一に災害に対する備

えをしていくということです。積立１％で１億円で100万円で、金額が大きいのか小さいの

か分かりませんけれども、１年１年見たら小さいのかもしれないですけれども、これが10年、

20年となったら、3,000万円、6,000万円と増えていきますので、こつこつと小銭を稼ぐわけ

ではないですけれども、こういったところで積立のほうをしていきたいというところです。 

自主財源の確保ということで、度々指摘されておりますけれども、これにつきましても、
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まず保有する基金を有効に活用して運用を図っていくというのも自主財源の確保という意味

から大変重要であると考えております。 

以上です。 

〔「すみません、議長」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） １点目の旧洞爺診療所の売り払いについての歳入、今回432

万円計上させておりますけれども、これ基金で積むのかというお話でしたけれども、今回全

体をとおして決算剰余金、それから土地売払収入、こちら一般財源でございますから、歳出

のほうの経費のほうに充当というか、されている中で基金、財政調整基金の１億4,000万円

を戻す、それから備荒資金組合に8,000万円積む、こちらのほうに使われているものと認識

しております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 原経済部次長。 

○経済部次長（原 信也君） 今回の利子補給の対象事業者のご質問でございます。商工会の

ほうから要望書上がっておりますけれども、当然町内の事業者には様々な事業者がございま

す。ですから、商工業者限定というわけではなく、議員からご質問のありました農業、漁業、

これも当然対象と考えてございますので、そのほかにもいろいろな事業者、個人でやってい

る方、法人でやっている方も全て対象と考えてございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 佐々木企画防災課長。 

○企画防災課長（佐々木勉君） 四つ目の歳出、災害対策費の備品購入費のお話がございまし

た。その件につきまして、ちょっとご説明させていただきますけれども、こちらにつきまし

ては需用費、備品購入費合わせまして、町の備品ではなく、自主防災組織に対するコミュニ

ティ助成事業という助成を行う事業になってございます。そして、先ほどもヘルメット、副

町長のほうから提案理由の中で防災ヘルメットというご説明がありましたけれども、これは

自主防災組織の８自治会の中で、６自治会につきましては令和３年にこの助成事業をもって

交付させていただいていると。残りの２自治会、令和２年に設置されました自治会、自主防

災組織があるのですけれども、そちらのほうに今回申請して、そのコミュニティ助成事業の

採択を受けたということで、各自治会のほうにお話を伺って、どういう備品が必要でしょう

かというお話を聞いた中で、防災用ヘルメット10個程度必要だとか、そしてさらには腕章が

必要だとか、そういうもろもろの消耗品、そしてあと備品購入費としましては、ポータブル

の電源がちょっと必要だよねとか、そういうものを受けて全体で50万5,000円という形でこ

ちらのほうに計上させていただいているということでございまして、町の備品ではないとい

うことになります。 

  すみません、ちょっと今ヘルメットの数につきましては、ちょっとすみません、台帳のほ

うで手持ちがないものですから、後ほど調べてお答えさせていただきたいと思います。 
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○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

２番、小林議員 

○２番（小林真奈美君） お願いします。私のほうから１点です。明細書のほうの11ページに

なります。先ほども出ていたと思いますが、くらし応援商品券給付についてです。本当にこ

れですごく助かる家庭の方いらっしゃると思うのですけれども、これを見ていて一つ、多分

何に使うかというのは、国のほうから下りてきているメニューを参考にされたと思うのです。

なので、私の質問がどうなのかというのもあるのですけれども、確認したいなと思いました。

２のくらし応援商品券給付低所得者世帯分の事業の商品券も、それから３の低所得世帯以外

のこの事業も全部世帯になっているのです。これ考えると、一人世帯のところと５人いる世

帯のところとでは、同じ３万円、１万円でも全然違ってくるのではないかなと思うのです。

なぜ世帯なのかというのをちょっとお聞きしたいなと思いました。お願いします。 

○議長（大西 智君） 原経済部次長。 

○経済部次長（原 信也君） まず、くらし応援商品券の各世帯に対しての配付ということで、

なぜ世帯なのかということでございます。まず低所得者世帯分につきましては、これは国の

事業として行います。それで各世帯一律３万円という給付でお金が来ておりますので、これ

はもう世帯に配付するしかないであろうということです。それで低所得者世帯以外の世帯、

こちらのほうも、その議論は当然役所の中で出ました。１人世帯、２人世帯、５人世帯もい

るだろうと。不公平があるのではないか。ただ、今回来たお金が推奨事業メニュー枠でこれ

を実施するのですけれども、約5,237万円しかないのです。その中で、いろいろと事業者の、

小売業だとか、そういう支援、町民も救う、救うというか支援する商品券事業またはプレミ

アム商品券事業、こちらのほうも実施したほうがいいだろうと。全事業者も困っている、全

町民も困っている、それでいろいろと検討した結果、令和４年度にも全世帯に１万円配付さ

せていただきました。その中で、いろいろな方のご意見もいただきましたけれども、非常に

助かったよというお声もいただいておりましたところから、今回も全世帯に１万円というよ

うな商品券を配付させていただくということで決定させていただいたところです。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  ３番、千葉議員。 

○３番（千葉 薫君） １点だけ、先ほど質問あったのですけれども、旧洞爺歯科診療所の売

払いについて。売上額は提示された432万円なのだと思うのですけれども、申請数が２件ご

ざいました。審査会を開催されたようですが、整骨院の方のほうに決まったようですけれど

も、この経緯、どのようにしてこちらのほうに決まったのか教えていただければと思います。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） 今回の売払いの決まった経緯ということでございます。議員おっ

しゃるとおり、今回２件ほどの申請がございました。今回この申請２件に当たりましては、

購入者の選定の審査会を行ってございます。その審査会におきまして、今回その目的、また

理由、そして地域貢献、またスケジュールなどの項目に沿って、どちらのほうがこちらの地
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域に則しているかという形で決めたというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ３番、千葉議員。 

○３番（千葉 薫君） では、この歯科診療所は整骨院をされると、もう決まっていると、い

つからやるか、スケジュールのお話もされましたけれども、具体的に決まっていると、その

辺のお話できることがあればお聞きしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） まずは決まったのがこの整骨院の開業される方ということでござ

います。一応、時期に関しては、当初、早ければ６月から７月上旬の予定をしているという

ことでございました。ただ、現在まだ開業はしておりませんが、というのは、今あそこの建

物自体が相当住居の部分が古うございます。そこに関しての修繕等が思った以上に直さなけ

ればいけないような話も聞いてはございますので、恐らくそこが完了次第進められると承知

しております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第６号令和５年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算（第２号）についてを

採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６号令和５年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算（第２号）について

は、原案のとおり可決されました。 

  ────────────────────────────────────────── 

◎議案第７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第９、議案第７号令和５年度虻田郡洞爺湖町国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  八反田副町長。 

○副町長（八反田稔君） 議案書の20ページをお開きください。 

  議案第７号令和５年度虻田郡洞爺湖町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）でござい
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ます。 

  令和５年度虻田郡洞爺湖町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。  

第１条でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ799万円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ12億4,754万6,000円とするものでございます。 

  以下、事項別明細書により説明をさせていただきます。４ページ、５ページをお開き願い

たいと思います。 

  歳入になります。 

  ５款１項繰入金２目職員給与費等繰入金520万円の増額でございます。これにつきまして

は、人事異動に伴う会計間の異動により給与費等の増でございます。 

  ５目その他一般会計繰入金520万円の減額でございます。人事異動に伴う会計間の異動に

よる減となっております。 

  それから下段になりますが、６款１項１目繰越金でございます。前年度の繰越金として

799万円を増額するものでございます。 

  次のページをお開き願いたいと思います。６ページ、７ページになります。 

歳出でございます。 

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費でございます。一般管理事業で520万円の増額

となります。会計間の異動による給与費等の増額でございます。 

２節の給与費でございますが、211万4,000円の増額でございます。 

３節の職員手当は188万4,000円の増でございます。内容は記載のとおりでございます。 

それから下段になりますが、４節の共済費で、120万2,000円の増でございます。内訳は記

載のとおりでございます。 

それから最後になりますが、９款１項１目予備費でございます。279万円の予備費を積む

ものでございます。 

以上、ご提案申し上げます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第７号令和５年度虻田郡洞爺湖町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 
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          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第７号令和５年度虻田郡洞爺湖町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）については、原案のとおり可決されました。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第10、議案第８号令和５年度虻田郡洞爺湖町介護保険特別会計補

正予算（第１号）についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  八反田副町長。 

○副町長（八反田稔君） 23ページでございます。 

  議案第８号令和５年度虻田郡洞爺湖町介護保険特別会計補正予算（第１号）でございます。 

  令和５年度虻田郡洞爺湖町介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

第１条でございますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,713万7,000円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ12億4,115万2,000円とするものでございます。 

事項別明細書にて説明をさせていただきます。４ページ、５ページをお開き願いたいと思

います。 

歳入になります。 

７款１項１目繰越金、前年度繰越金として4,731万7,000円を増額するものでございます。 

６ページ、７ページになります。 

歳出になります。 

６款１項１目予備費でございます。繰越金4,731万7,000円を予備費に積むものでございま

す。 

以上、ご提案申し上げます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第８号令和５年度虻田郡洞爺湖町介護保険特別会計補正予算（第１号）に

ついてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８号令和５年度虻田郡洞爺湖町介護保険特別会計補正予算（第１号）

については、原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第11、議案第９号令和５年度虻田郡洞爺湖町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  八反田副町長。 

○副町長（八反田稔君） 議案書の26ページをお開き願いたいと思います。 

  議案第９号令和５年度虻田郡洞爺湖町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）でござ

います。 

  令和５年度虻田郡洞爺湖町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

第１条でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ625万4,000円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億8,755万8,000円とするものでございます。 

  以下、事項別明細書にて説明させていただきます。事項別明細書の４ページ、５ページを

お開き願いたいと思います。 

  歳入でございます。 

  ３款１項１目繰越金、前年度繰越金として625万4,000円を増額するものでございます。 

  次に、６ページ、７ページをお開き願いたいと思います。 

歳出でございます。 

   ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金として、18節負担金補助及び交付金の保険料

等の負担金として、494万4,000円の増でございます。 

   それから、４款１項１目予備費でございます。繰越金の残額131万円を予備費に積むもの

でございます。 

  以上、ご提案申し上げます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第９号令和５年度虻田郡洞爺湖町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
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号）についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９号令和５年度虻田郡洞爺湖町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）については、原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第10号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第12、議案第10号令和５年度虻田郡洞爺湖町簡易水道事業会計補

正予算（第１号）についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  八反田副町長。 

○副町長（八反田稔君） 議案書の29ページをお開き願いたいと思います。 

  議案第10号令和５年度虻田郡洞爺湖町簡易水道事業会計補正予算（第１号）でございます。 

  第１条、令和５年度虻田郡洞爺湖町簡易水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

第２条でございますが、予算第３条収益的支出の予算額を次のとおり補正する。これにつ

きましては、別紙の補正予算に関する説明書にて説明させていただきます。 

３ページをお開き願いたいと思います。 

補正予算に関する説明書の３ページの実施計画説明書でございますが、まずは収益的支出

でございましたが、１款簡易水道事業費用１項営業費用３目総係費で、576万6,000円を減額

するものでございます。この要因といたしましては、職員の人事異動による減額でございま

す。 

次に、３項２目のその他特別損失でございまして、61万8,000円を減額するものでござい

ます。これにつきましても、公営企業会計の移行に伴いまして、令和４年12月から今年の３

月までの４か月分の職員の期末手当及び法定福利相当分のその他特別損失に予算計上してお

りますことから、職員の人事異動に伴い、減額するものでございます。 

このことから、４項１目の予備費で638万4,000円を増額するものでございます。 

議案書に戻っていただきます。 

議案書の第３条でございますが、予算第８条で定めた経費の金額を次のように改めるもの

でございます。 

予算第８条に定めた議会の議決を得なければ流用できない職員給与費579万円を減額しま

して、644万7,000円と改めるものでございます。 

以上、ご提案申し上げます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 
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  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第10号令和５年度虻田郡洞爺湖町簡易水道事業会計補正予算（第１号）に

ついてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第10号令和５年度虻田郡洞爺湖町簡易水道事業会計補正予算（第１号）

については、原案のとおり可決されました。 

  ここで、休憩といたします。再開を２時10分といたします。 

（午後 １時５５分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開をいたします。 

  休憩前に引き続き、会議を進めます。 

（午後 ２時１０分） 

  

  ────────────────────────────────────────── 

◎意見書案第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第13、意見書案第１号学校給食の無償化を求める意見書（案）に

ついてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  今野議員。 

○５番（今野幸子君） 意見書案第１号。 

洞爺湖町議会議長、大西智様。 

令和５年６月15日。 

提出議員、今野幸子。 

賛成議員、小林真奈美。 

学校給食の無償化を求める意見書（案）について。 

会議規則第９条第２項の規定により、上記議案を別紙のとおり提出します。 

記。 

  提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、内閣官房長



- 161 - 

官。 

  学校給食の無償化を求める意見書（案）。 

  急速に進展する少子化により、子ども・子育て施策への対応は先送りの許されない課題と

なっており、国においては、令和５年３月に取りまとめられた「子ども・子育て政策の強化

について（試案）」を踏まえ、子ども未来戦略会議でさらなる検討が進められており、令和

５年６月の「経済財政運営と改革の基本方針2023（仮称）」までに将来的な子ども予算倍増

に向けた大枠を提示することとされています。 

  こうした中、子育て家庭が負担する教育費は、教材費や制服、体操服、学用品、修学旅行

等の積立金、給食費など多岐にわたっており、とりわけ、学校給食実施状況等調査によると、

全国平均で小学校が年間約４万9,000円、中学校が約５万6,000円と、給食費が大きな負担と

なっています。 

  加えて、物価高騰などで家庭の経済的負担を軽減する必要性も高まっています。 

  よって、国におかれては、子ども・子育て政策の重要性を「経済財政運営と改革の基本方

針2023（仮称）」に明記した上で、自治体間の財政力の格差により、教育の根幹にかかわる

給食制度の格差が生じることのないよう、次元の異なる子育て政策の象徴的な政策として、

小中学校の給食費無償化を実現するため、所要経費の財源を国の責任において全額確保し、

自治体に交付することを強く要望します。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

  令和５年６月15日。 

  北海道虻田郡洞爺湖町議会議長、大西智。 

○議長（大西 智君） 説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  ２番、小林議員。 

○２番（小林真奈美君） お願いします。意見書案第１号学校給食の無償化を求める意見書

（案）について、賛成をする立場で討論します。 

先日行われた一般質問とも重なるところがあるかもしれませんが、今回は洞爺湖町にでは

なく、国の責任において財源を全額確保して、自治体に届けることを強く要望する意見書を

議員の皆さんにぜひ賛同していただくことを切望しております。 

物価高騰で国民の暮らしはますます厳しくなっています。昨年11月に認定ＮＰＯ法人キッ

ズドアが行った物価高騰の影響把握のための緊急アンケートの結果には、かなり深刻な結果
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が出ています。ファミリーサポートに登録し、年末年始に向けた食糧支援企画に申し込んだ

家庭、1,846件が対象のアンケートでした。この調査結果のまとめの中、紹介しますと、物

価上昇により家計が厳しくなったと回答した家庭が、ほぼ100％。特にとても厳しくなった

という回答が７割を超えています。また、家計維持のために出費を減らしている項目は、食

費、被服費、日用品費、娯楽費、光熱費などが多くありました。また、食事の変化としては、

外食を減らした、おやつを減らした、肉、魚、野菜を減らしたという回答が多く、子どもの

成長に必要な栄養が十分に得られなくなっている可能性がある、既に子どもの成長に悪い影

響が出ているという回答が約半数に達しています。その中には、子どもに食べさせるために

親の食事を減らしたり、抜いたりしているという回答も多く、保護者の健康も懸念されます。 

また、子どもの学びや心身の発達への影響も深刻で、学校外の学びの機会や地域の活動へ

の参加を減らした、友達と遊びに行くのを減らした、文房具や参考書等の購入を控えたとい

う回答も目立ちました。 

日本の子どもの７人に１人が総体的貧困、耳にするようになりました。さらに、ひとり親

家族の総体的貧困率が48.1％、２世帯に１世帯、可処分所得が約127万円未満の総体的貧困

にあるという調査結果も出ています。 

その中で、2022年度までに学校給食費の恒久的な無償化に踏み切った地方自治体は、全国

254自治体に上っています。また、検討している自治体も広がっていることは、住民の命と

暮らしを守る自治体であれば当然のことかと思います。 

先日15日に行った一般質問でも学校給食費の無償化について質問しました。下道町長の答

弁は、現段階では町独自の給食費に対する助成拡大について検討はしていないとの回答でし

た。この答弁について、私自身もかなり残念な気持ちはありましたが、一方ではほかの独自

の子育て支援策を2,000万円ほどかけて実施していることを考えると、さらに年3,000万円ほ

どかかる給食費無償化の実施については、洞爺湖町にとってもかなり高いハードルかと思い

ます。その中で苦渋の選択をしている洞爺湖町の立場も分かる部分はありますが、実際に私

が町民から聞いている中で、何とか給食費、無償にしてもらえないか、こういう話を聞きま

す。私も何とか実現の道はないかと考えるわけです。財政的に厳しい自治体においては、や

りたくてもできない、優先順位が下がってしまっている、そうすると教育の地域格差が生ま

れてしまうのではないかと懸念されます。 

憲法26条には、全て国民は法律の定めるところにより、その能力に応じて等しく教育を受

ける権利を有する。２項、全て国民は法律の定めるところにより、その保護する子女に普通

教育を受けさせる義務を負う。義務教育はこれを無償とする。また、教育基本法第４条、全

て国民は等しくその能力に応じた教育を受ける機会を与えられなければならず、人種、心情、

性別、社会的身分、経済的地位または門地によって、教育上差別されない、教育の機会均等

ですが、こうあります。経済協力開発機構ＯＥＣＤは、国内生産ＧＤＰに占める教育機関へ

の公的支出の割合、2019年時点なのですけれども、これを発表し、日本は何と2.8％と、

データの出ている加盟37か国中、36位だったという調査結果も出ています。本来ならば、自
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治体の財政力によらず、全国どこでも等しく教育条件が整備され、教育を受ける権利が保障

されるよう、国の責任で給食費無償化を支援することが必要かつ可能であると言えます。こ

れは国の責任で実現すべきものではないかと考えるのです。 

文部科学省による学校給食無償化に関する調査において、無償化の成果として、児童生徒

は栄養バランスのよい食事摂取の意識向上、保護者には親子で食育について話し合う機会の

増加、教職員においては食育の指導に関する意識向上が見られたと報告されています。学校

給食の無償化は、学校給食法に規定する食育の推進に間違いなく寄与し、教育的効果が高い

施策であることが明らかになっているのです。 

学校給食費の無償化に消極的な自治体の根拠として、給食法の第11条に学校給食費は保護

者負担と明記されていることが挙げられる場合があります。しかし、2018年12月６日、参議

院、文教科学委員会での議員の質問に対し、当時の文部科学大臣は学校給食法第11条の規定

は、1954年の文部事務次官通達のとおり、給食費の一部を補助することを禁止する意図はな

いこと、さらに地方自治体がその判断によって全額補助することを否定するものではないこ

とと答弁を行い、無償化を否定する法的根拠を完全に否定しています。 

今後も無償化を求める世論はさらに大きく広がり、各自治体からも支援を求める動きが活

発になっていくことと考えます。今こそ子育て世代の経済的負担を軽減し、学校教育の柱の

一つである食育を推進するために、国に対し学校給食の無償化を求めていきたいと考えます。 

以上、議員の皆さんのご賛同を心からお願いいたしまして、私の賛成討論といたします。 

ありがとうございました。 

○議長（大西 智君） 小林議員、討論初めてかと思うのですけれども、なぜ賛成なのかとい

うところをコンパクトにお示しされて討論をしていただければと思いますので、次はよろし

くお願いしたいと思います。 

 これで討論を終了いたします。 

  これから、意見書案第１号学校給食の無償化を求める意見書（案）についてを採決いたし

ます。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

          〔賛成者起立〕 

○議長（大西 智君） 起立、多数です。 

したがって、意見書案第１号学校給食の無償化を求める意見書（案）については、原案の

とおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎意見書案第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第14、意見書案第２号核兵器禁止条約への参加・署名・批准を行

うことを求める意見書（案）についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 
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  ２番、小林議員。 

○２番（小林真奈美君） 意見書案第２号。 

令和５年６月15日、洞爺湖町議会議長、大西智様。 

提出議員、小林真奈美。 

賛成議員、今野幸子。 

核兵器禁止条約への参加・署名・批准を行うことを求める意見書（案）について。 

会議規則第９条第２項の規定により、上記議案を別紙のとおり提出します。 

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣。 

  核兵器禁止条約への参加・署名・批准を行うことを求める意見書（案）。 

  人類史上初めて核兵器を違法とする国際法である核兵器禁止条約が発効して２年以上が経

過しました。被爆者の長年の訴えが世界の国々を突き動かして実現した禁止条約は、2023年

１月時点で、92の国と地域が署名、68か国が批准しており、「核なき世界」を求める声が広

がっています。 

  条約は、核兵器について破壊的な結末をもたらす非人道的な兵器であり、国連憲章、国際

法、国際人道法、国際人権法に反するものであると断罪して、これに「悪の烙印」を押しま

した。開発、生産、実験、製造、取得、保有、貯蔵、使用とその威嚇に至るまで、核兵器に

かかわるあらゆる活動を禁止し、「抜け穴」を許さないものとなっています。 

  また、条約は、核保有国の条約への参加の道を規定するなど、核兵器完全廃絶への枠組を

示しています。同時に、被爆者や核実験被害者への援助を行う責任も明記され、被爆国、被

害国の国民の切望に応えるものとなっています。核兵器禁止条約は核兵器廃絶につながる画

期的なものです。 

  2022年２月24日、ロシアのプーチン大統領は、ウクライナへの軍事侵略に合わせて、「ロ

シアは世界で最も強力な核保有国の一つだ。我が国を攻撃すれば壊滅し、悲惨な結果にな

る」と核兵器による威嚇を行いました。核兵器がいかに人類の生存を危うくするのかが明白

になり、核兵器の使用を防ぐことが強く求められるようになっています。今こそ、日本政府

が核兵器の使用を許さず、全面的に禁止する先頭に立つために、核兵器禁止条約への参加・

署名・批准を行うことを強く求めるものです。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

  令和５年６月15日。 

  北海道虻田郡洞爺湖町議会議長、大西智。 

○議長（大西 智君） 説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 
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          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） なければ、次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  ５番、今野議員。 

○５番（今野幸子君） 意見書案第２号核兵器禁止条約への参加・署名・批准を行うことを求

める意見書（案）に賛成の立場で討論します。 

78年前の８月、広島、長崎に原爆が投下され、想像を絶する被害を受けた日本の被爆者の

方々の先頭で核兵器の非人道性を世界に訴え、核兵器廃絶と恒久平和を主要な目的として活

動を続け、本条約の成立に貢献してまいりました。 

核兵器廃絶国際キャンペーンは、2017年のノーベル平和賞を受賞しました。これは核兵器

廃絶を願う日本だけではなく、世界中の人の思いの表れでもあります。 

当条約は、核兵器の開発や使用など、禁止をめぐる討論にも耳を傾け、条約の批准国以外

の国へも締約国会議への参加を求めています。ＮＡＴＯ加盟国などへ議論の内容を伝える橋

渡し、そういった役を担うことができると、核保有国の条約への参加の道を示しています。 

22年６月21日の締約会議、これには条約に参加していないＮＡＴＯ加盟国のドイツやベル

ギー、オランダなど、少なくとも29か国がオブザーバーとして出席しています。被爆国とし

て訴えきれないほどの実体験をとおした情報や資料があり、核が人間の尊厳も何もかも奪い

取り、なお何十年にもわたって苦しめ続けている、このことを全世界に先頭に立って訴え、

核廃絶に力を尽くすことは、被爆国の日本としての責務と考えます。 

このようなことから、意見書案第２号核兵器禁止条約への参加・署名・批准を行うことを

求める意見書（案）に賛成します。 

○議長（大西 智君） これで、討論を終了いたします。 

  これから、意見書案第２号核兵器禁止条約への参加・署名・批准を行うことを求める意見

書（案）についてを採決いたします。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

          〔賛成者起立〕 

○議長（大西 智君） 起立、少数です。 

  したがって、意見書案第２号核兵器禁止条約への参加・署名・批准を行うことを求める意

見書（案）については、否決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎意見書案第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第15、意見書案第３号学校における教員不足と長時間過密労働解

消のために基礎定数改善による正規教員増を求める意見書（案）についてを議題といたしま

す。 

  提出者の説明を求めます。 

  ２番、小林議員。 
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○２番（小林真奈美君） 意見書案第３号。 

  令和５年６月15日。 

洞爺湖町議会議長、大西智様。 

提出議員、小林真奈美。 

賛成議員、今野幸子。 

  学校における教員不足と長時間過密労働解消のために基礎定数改善による正規教員増を求

める意見書（案）について。 

  会議規則第９条第２項の規定により、上記議案を別紙のとおり提出します。 

  記。 

  提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣。 

  学校における教員不足と長時間過密労働解消のために、基礎定数改善による正規職員増を

求める意見書（案）。 

  文部科学省によれば、令和３（2021）年度、始業時に公立学校全体で2,558人もの教育不

足が発生しています。その後も、産・育休などの代替教員が見つからず、児童生徒が自習を

余儀なくされたり、管理職が担任したりする事例が頻発しています。欠員分の業務をカバー

する教員の過重労働は病気休暇や離職につながり、教員不足を深刻化させるという負の連鎖

が止まりません。 

  その主な要因は、教員雇用の非正規依存が進み教員供給が不安定化したことにあります。

令和３（2021）年度の公立学校教員の非正規率は、小・中・高校ともに20％に迫り、特別支

援学校は実に22.4％でした。その背景には、義務教育費国庫負担率の２分の１から３分の１

への縮減など、2000年代以来の教職員給与費制度の改変も影響しています。 

  また、教員の長時間過密労働の表面化による教職希望者の減少も教員不足の要因となって

います。小学校教諭の33.4％、中学校教諭の57.7％は月80時間以上時間外労働の「過労死ラ

イン」を超えて働いており、精神疾患による休職者は、令和３（2021）年度に過去最多の

5,897人を記録しました。授業準備時間も不十分なままに指導し続ける過密労働は、学校教

育に対する不振を招く結果ともなっています。こうした教育現場の実態を早急に改善し、教

員の人権を擁護することは喫緊の課題です。 

  教員不足と長時間過密労働を解消すること、子どもの学習権を保障すること、この両立の

ためには正規教員を増やすことが不可欠です。しかし、近年の定数改善は若干の加配定数増

が中心の小規模なものにとどまっています。正規教員増には、義務標準法の算定方法（標準

学級数×乗ずる数における「乗ずる数」の数値）を改正して学級担任外教員数を増やし、各

教員の授業担当コマ数を減らすことが効果的です。「乗ずる数」を1.25倍に改善するだけで、

教諭の週平均授業担当コマ数を小学校なら１日平均４コマに、中学校なら１日平均３コマに

減少させられます。そのために必要な予算額は約9,800億円で、これは現実的な政策と言え

ます。 

  令和３（2021）年に小学校全学年に35人学級制が41年ぶりに実現しましたが、諸外国と比
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べ35人はもはや「少人数学級」とは呼べず、中学・高校はいまだ40人学級のままです。「乗

ずる数」に至っては、平成５（1993）年以来30年間改正されず、教育ニーズが増大する教育

現場の実態に合わなくなっています。（高校標準法は、収容定員数を「除するべき数」で割

ることで標準教員数を算定）。 

  よって、教員基礎定数の算定方式を改善し、正規教員を抜本的に増やすため、以下のこと

を求めます。 

  １、公立小中学校・高等学校の学級編制標準を改正し、少人数学級制をさらに拡充するこ

と。 

  ２、「乗ずる数」「除すべき数」の数値を改正し、教員の授業担当コマ数の軽減を行うこ

と。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

  令和５年６月15日。 

  北海道虻田郡洞爺湖町議会議長、大西智。 

○議長（大西 智君） 説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。討論はありませんか。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） なければ、次に、原案に賛成者の発言を許します。 

５番、今野議員。 

○５番（今野幸子君） 意見書案第３号学校における教員不足と長時間過密労働解消のために、

基礎定数改善による正規教員増を求める意見書（案）について、賛成の立場で討論します。 

  教員の過密労働の解決は決して教員のためだけではありません。過労死ラインと言われる

月80時間を超える労働をしても、なおそれでも教材準備の時間が十分に取れない、そういっ

た事例が多く上がっています。これは小中学校の教員の悩みのトップにも挙げられています。

教材の準備が不十分のままでは、分かりやすい授業や子どもたちの意欲を引き出せる、そう

いった授業も難しくなり、子どもたちにとっては学習をする権利を適切に与えられていると

は言えないものになってしまいます。また、学習面だけではなく、子どもたちの異変などに

気付きにも影響してまいります。教員がけがや病欠など、しかし代替が見つからず、ほぼ自

習が２か月続いたという例も挙げられていました。 

教員不足や過密労働の解消は、子どもの学習権を保障し、教育活動を充実させること、こ

の両立させるには正規教員増は不可欠です。 

このため、教員基礎定数の算定方法の改訂で学級担任以外教員を増やし、そして持ちコマ

数を減らす、そうすることによって空きコマができますので、その時間を有効に活用するこ
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とができます。 

1971年の給特法は、教員の特殊性から、当時残業時間８時間に当たる給与の４％を給与に

上乗せする代わりに残業代や休日手当は支払わないと定められ、2019年一部変更されたもの

の、残業時間の上限が減りましたが、学校での残業が減っただけで持ち帰る仕事は2016年よ

りも増えています。支払われていない残業代、これを試算すると約9,000億円が必要、これ

は文科省の試算で出されています。こういった教員を増やし、コマ数を減らす費用、9,800

億円、これを考えると、できない、実現可能な金額と言えます。 

子どもたちにもよい環境を与えられるようになると考えることから、このような意見書

（案）第３号学校における教員不足と長時間過密労働解消のために、基礎定数改善による正

規教員増を求める意見書（案）に賛成します。 

○議長（大西 智君） これで討論を終了いたします。 

  これから、意見書案第３号学校における教員不足と長時間過密労働解消のために、基礎定

数改善による正規教員増を求める意見書（案）についてを採決いたします。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

          〔賛成者起立〕 

○議長（大西 智君） 起立、少数です。 

  したがって、意見書案第３号学校における教員不足と長時間過密労働解消のために、基礎

定数改善による正規教員増を求める意見書（案）については、否決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎承認第１号議員の派遣について 

○議長（大西 智君） 日程第16、承認第１号議員の派遣についてを議題といたします。 

  議員派遣の件については、お手元に配付のとおりであります。 

  お諮りいたします。 

  原案のとおり、派遣することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、原案のとおり、派遣することに決定いたしました。 

─────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（大西 智君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  明日から９月の定例日の前日までは休会となっておりますので、ご承知願います。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

（午後 ２時５１分） 

 



- 169 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会議の経過は以上のとおり相違ないことを証するためにここに署名する。 

 

  令和  年  月  日 

 

          議     長 

 

 

          署 名 議 員 

 

 

          署 名 議 員 

 


